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昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年

六
月
廿
五
日
土
曜
日　

曇 
晴

　
　
　
　
　

起
床
五
時

（
前
略
）

祭
の
總
集
会
を
も
兼
ね
て
開
い
た

諒
暗
中
で
も
あ
り
し
て
遠
慮
す
べ
き
で
も
あ

り
又
世
間
の
不
況
に
鑑
み
て
酒
肴
と
云
ふ

事
は
一
切
止
め
に
し
て
十
四
日
に
会
有
の
杉
林

の
下
刈
を
を
し
十
五
日
に
前
半
期
の
決
算
及

役
員
の
改
選
を
す
る
事
と
し
十
六
日
は
村
の
方

も
の
都
合
に
依
り
休
む
者
あ
れ
ば
休
む
事

に
し
十
二
時
半
閉
会
す

　
　
　
　
　

就
床
一
時

七
月
四
日　

月
曜
日　

晴
天

　
　
　
　
　

起
床
五
時

（
前
略
）

夜
は
中
老
の
集
会
が
あ
っ
た
祭
り
の
事
で
色
々

議
し
て
ゐ
た　

十
時
半
頃
終
え
て
歸
っ
た

（
後
略
）

七
月
拾
三
日
水
曜
日　

晴
曇

　
　
　
　
　
　
　

起
床
五
時

（
前
略
）

小
頭
下
は
祭
り
の
集
会
を
し
た
一
時
半

に
か
え
る　
　

就
床
一
時
四
十
分

七
月
十
四
日
木
曜
日　

晴
天

　
　
　
　
　

起
床
四
時
半

今
日
は
祭
典
の
よ
み
や
で
あ
る
例
年
の
通
り
青
年
会
総

出
を
し
て
会
共
有
林
の
下
刈
を
す
る
事
に
な
っ
て
ゐ
る

会
場
下
に
五
時
集
合
辨
当
持
参
で
山
に
登
っ
た

本
年
新
植
分
を
先
ず
刈
り
終
え
大
き
い
方
の
杉
林

を
半
分
ば
か
り
刈
っ
た 
非
常
な
暑
さ
に
も
か
ヽ

わ
ら
ず
会
員
一
生
懸
命
働
ら
き
三
時
頃
山

か
ら
下
っ
た

晝
休
み
に
山
で
臨
時
総
会
を
開
き 
祭
り
の
事
に
付

き
協
議
し
た 
先
日
の
総
会
で
祭
典
は
十
五
日
の
当
日

に
限
り 
決
算
及
役
員
の
改
選
す
す
ま
志 
酒
宴
は
一
切

廃
す
る
と
云
ふ
事
に
な
っ
て
ゐ
た
か
村
の
方
や
中
老
の
方

の
様
子
を
見
る
に 
酒
も
出
し
相
当
酒
宴
も
や
る
や

う
な
の
で
会
と
し
て
も
之
と
共
に
歩
調
を
あ
わ
せ
て
十

五
日
に
午
前
決
算
し
午
后
御
み
き
と
し
て
酒
宴

を
開
く
事
に
決
し
た
所
か
山
か
ら
下
っ
て
み
れ
ば
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寺
山
様
に
は
御
輿
か
出
て
ゐ
る
し
夜
中
老
よ
り

十
五
日
に
お
さ
め
の
鹿
嶋
を
踊
っ
て
も
ら
い
た
い
と

の
申
込
が
あ
っ
た
け
れ
共 
山
で
決
め
た
通
り

諒
暗
中
で
も
あ
る
し
す
べ
て
を
つ
ヽ
し
む
と
云
ふ
事
で

そ
れ
は
出
来
ぬ
と
返
答
を
し
た
が
再
三
の
申
込
み
に

ど
う
す
る
事
も
出
来
ず
遂
に
又
総
会
を
開
く
や
う
に
な

っ
た 
夜
の
十
二
時
頃
開
会
し
先
ず
鹿
嶋
を
踊
る
か
ど
う

か
と
云
ふ
事
を
協
議
し
た　

所
か
さ
っ
急
の
事
で
も
あ
る

し 
山
で
決
め
た
様
な
訳
で
と
て
も
支
度
か
間
に
あ

わ
ぬ
と
云
ふ
の
で
止
め
る
方
か
良
い
と
云
ふ
人
が
夛
か

っ
た
が
中
老
士
よ
り
昔
か
ら
の
御
流
で
お
宮
に
鹿み

こ

し嶋
が

出
れ
ば 
必
ず
鹿
嶋
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
様
に

な
っ
て
ゐ
る
の
で
是
非
曲
げ
て
も
御
願
ひ
す
る
と
い
ふ

の
で
そ
れ
で
は
や
ら
う
と
決
め
た
そ
れ
で
明
日
に

集
会
時
間
は
午
前
十
一
時
よ
り
決
算
し
終
え

次
第
酒
宴
を
し
そ
れ
か
ら
鹿
嶋
を
踊
る
や
う
に

な
っ
て
二
時
散
会
会
場
の
者
は
鹿
嶋
の
支
度
を
す
る

三
時
頃
青
年
会
と
中
老
を
年
寄
連
と
米
神

の
ね
こ
そ
ぎ
に
肴
を
も
ら
い
に
い
っ
た

　
　
　
　
　

就
床
二
時
半

七
月
十
五
日 
金
曜
日　

晴
天

　
　
　
　
　
　

起
床
五
時

今
日
は
当
日
だ 
小
若
い
士
は
朝
か
ら
酒
宴
の
支
度
に

取
り
か
ヽ
っ
た 
米
神
か
ら
も
ら
っ
た
肴
を
こ
し
ら
え
る
や

ら
竹
の
子
を
こ
し
ら
え
る
や
ら
大
い
そ
が
し
進
上
ノ
士

は
鹿
嶋
の
支
度
を
し
た

集
合
は
十
一
時 
先
ず
支
部
長
副
支
部
長

顧
問
消
防
小
頭
の
挨
拶
あ
り
次
に
決
算

の
報
告
、
肥
料
部
青
年
会
■
林
の
順
で

次
に
役
員
選
擧
先
ず
肥
料
部
か
ら
始
め
新

任
幹
事
は
鈴
木
国
松
廣
井
金
十
郎
理
事
廣
井

㐂
朝
か
当
選
し
た 
■
林
は
廣
井
甚
太
郎
か

監
督
を
止
め 
内
田
■
三
か
監
督
に
就
任
し

廣
井
金
十
郎
か
人
夫
頭
に
な
る
事
に
な
っ
た

進
級
は
岩
本
丑
■
、
古
沢
次
郞
か
進
上
ノ
士
に

進
級
す

雑
題
で
片
浦
村
有
林
の
総
出
に
も
う
一
日
出
る
事
に

な
り
そ
れ
か
ら
無
期
限
で
総
出
を
す
る
事
に
し
其
の

収
益
の
分
配
率
は
会
の
要
求
に
ど
の
様
に
應
ず
る

と
い
ふ
條

（

マ

マ

）
件
付
で
又
会
有
の
竹
林
の
わ
り
ぐ
り
を

江
之
浦
の
人
が
賣
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
ふ
の
で

そ
れ
は
役
員
に
一
任
し
有
利
な
條
件
で
あ
れ
ば

賣
る
と
云
ふ
事
に
し
た
又
■
■
の
の
発
表
あ
り

来
年
の
正
月
に
総
出
で
会
有
の
杉
林
の
枝
打
ち

を
す
る
事
に
決
し
た
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酒
宴
は
盛
大
で
あ
っ
た
酒
は
少
な
く
と
も
会
員
は

元
気
で
あ
る
大
い
に
飲
ん
だ
五
時
に
開
会
し

鹿
嶋
を
踊
っ
た
会
場
の
上
で
一
回
そ
れ
か
ら
通
常

会
員
は
練
り
な
か
ら
宮
迠
行
き
宮
の
前
で
お
さ

め
の
鹿
嶋
を
踊
る　

中
老
に
礼
に
行
き
年
寄

に
礼
を
し 
一
時
散
会
す

夜
は
ち
は
ら
い
と
し
て
会
場
で
飲
ん
だ

九
時
頃
か
ら
下
の
耕
地
整
理
の
事
ム
所
で
肥
料
部
の
引

渡
し
を
し
た 
十
時
に
終

皆
ん
な
疲
れ
た
の
で
よ
く
寝
た

　
　
　
　
　
　

就
床
十
二
時

七
月
十
六
日 
土
曜
日　

晴
天

　
　
　
　
　
　
　

起
床
六
時

今
日
も
皆
ん
な
お
疲
れ
で
ゆ
っ
く
り
寝
た 
七
時
頃
迠

寝
て
ゐ
る
も
の
も
あ
っ
た
年
寄
は
ま
だ
お
宮
で

酒
を
飲
ん
で
ゐ
る

（
後
略
）

七
月
十
七
日 
日
曜
日　

晴
天

　
　
　
　
　
　
　

起
床
五
時

晴
天
で
暑
い
事
っ
た
ら
な
い
祭
り
の
く
た
び
れ

休
み
で
な
か
〱
仕
事
は
で
き
な
い

（
後
略
）

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年

六
月
十
六
日　

土
曜
日　

雨

　
　
　
　

起
床　

八
時
半

（
前
略
）

本
晩 
惣
大
尓
祭
尓
付
い
て
村
乃
議
員
乃
状
態
は
如
何

と
云
ふ
事
を
青
年
会
よ
り
使
者
行
っ
多　

其
之
返
事
は

村
の
方
で
は
別
尓
議
員
集
会
も
未
多゛
し
奈
い
可゛
村
議
の

結
果
本
年
は
御
神
輿
は
絶
体

（
マ
マ
）尓

出
さ
ぬ
と
ほ
〲
決
定

し
て
居
る
･
･
･
･
･
･
と
乃
返
事
で
あ
っ
多

　
　
　
　

就
床　
　
　

十
一
时

六
月
二
十
三
日　

土
曜
日　
　

天
気

　
　
　
　

起
床　
　

六
时

（
前
略
）

今
晩 
祭
乃
揃
乃
事
尓
付
い
て
■
■
合

宿
舎
長
尓
辯
護
尓
立
っ
て
戴
久
事

尓　

下
乃
者
よ
り
持
ち
出
し
多

（
後
略
）

六
月
二
十
四
日　

日
曜
日　
　

曇
り

　
　
　
　

起
床　
　

五
时
五
分
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（
前
略
）

今
晩
会
場
内
で
は　

盛
ん
尓
揃
之
事
尓
付
い
て

議
す
処
あ
っ
多

（
後
略
）

六
月
二
十
五
日　

月
曜
日　
　

好
天
気

　
　
　
　
　

起
床　
　

五
时

（
前
略
）

今
晩
明
二
十
六
日　

講
話
会
並
尓
祭
乃
集
会
を

布
れ
ら
せ
多

（
後
略
）

六
月
二
十
六
日　

火
曜
日　
　

雨

　
　
　
　
　

起
床　
　

五
时
四
十
分

（
前
略
）
今
晩　

七
時
半
頃
よ
り
講
話
会
及

祭
乃
總
集
会
可゛
あ
っ
多　

今
晩
例
尓
無
く
寄
可゛
良

か
っ
多　

而
し
講
話
会
は
ぬ
き
尓
志
て 
總
集
会
尓
と

事
講
を
進
め
多　

七
月
六
日
例
尓
依
り

青
年
乃
山
之
下
刈
尓
行
久
事
尓
決
志
多

尚
本
年
は　

村
乃
状
態
尓
依
り
て
居
祭
り
と

す
る
事　

十
四
日
可゛
寄

（
マ
マ
）宮　

十
五
日
可゛
當
日
･
･
･
･
･
･

十
六
日
可゛
勘
定
日
と
決
し
多

尚
揃
之
問
題
を
通
常
会
員
よ
り
出
し
多

可゛
支
部
長
並
尓
副
支
部
長
可゛
相
手
尓
せ
ず

此
乃
件
は
通
過
せ
ず
一
時
保
留
す
る
事
尓
し
多

而
し
通
常
会
員
は
尚
も
屈
せ
ず
猛
烈
尓

運
動
し
多　

為
尓
此
れ
は
従
前
通
り

暗
中
飛
や
久
し
て
戸
別
訪
門

（
マ
マ
）す

る
事
尓

通
常
会
員
内
で
決
志
多

（
中
略
）

尚
今
晩
其
れ
よ
り
臨
時
排

（
マ
マ
）評

会
を
開
久

其
れ
は
今
晩
乃
總
集
会
乃
模
様
尓
依
り
戸
別
訪
門

（
マ
マ
）す

る

尓
先
尓
反
物
を
見
尓
行
久
事
尓
し
多

明
晩
よ
り
二
名 
品
名
並
尓
植

（
マ
マ
）段

を
調
べ
尓
行
久
や
う
し
多

其
れ
で
閉
会　

十
一
時
（
後
略
）

六
月
二
十
七
日　
　

水
曜
日　
　

雨

　
　
　
　
　
　

起
床　
　

八
时
二
十
分

（
前
略
）

今
晩 
小
田
原
尓
国
松 
金
十
郎
乃
二
名
行
久

合
宿
舎
は
実
尓
小
勢
で 
鹿
島
乃
事
尓
付
い
て
雑
談
尓

夜
を
更
可
し
多　

他
村
乃
鹿
島
を
非
常
尓
排

（
マ
マ
）評

し
多

合
宿
舎
内
も
漸
次
尓
祭
気
分
尓
無
っ
て
来
多

終
列
車
尓
て
歸
っ
て
来
多　

見
本
を
二
三
反
持
っ
て
来

多
可゛
此
れ
と
思
ふ
奴
無
可
っ
多
為
又
明
晩
二
名
行
久

事
尓
し
て
良
久
品
を
銀

（
マ
マ
）味

志
て
注
文
す
る
様
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（
後
略
）

六
月
二
十
八
日　

木
曜
日　
　

曇
り

　
　
　
　
　

起
床　

七
时
四
十
分

（
前
略
）
今
晩
金
十
郎
・
■
五
郎
乃
二
名
小
田
原
尓
行

久　

見
本
を
持
っ
て
来
多　

中
尓
一
反
良
い
乃
可゛
有
り

其
れ
を 
非
常
尓 
評
議
し
多
可゛
大
体
は
其
れ
尓

き
満
る
模
様
で
あ
る　

今
晩
㊈
事
曽
比
曽
呉
服
店

可
ら
見
本
を
持
っ
て
来
た
乃
を　

根
府
川
之
あ
る
人
尓

話
し
多
と
云
ふ
事
で
随
分
も
め
多

又
明
晩
二
名
行
久
事
尓
決
っ
多　

今
晩
は
反
物
を

見
る
尓
小
若
し
を
見
張
り
尓
出
す
や
ら
大
騒
ぎ

だ
っ
た
（
後
略
）

六
月
二
十
九
日　

金
曜
日　
　

雨

　
　
　
　

起
床　

八
时
二
十
分

（
前
略
）

今
晩　

小
田
原
尓
丑
明 
■
五
郎
乃
二
名
行
久

而
し
て
坂
妻
之
乱
鬪
之
若
と
云
ふ
乃
を
∧
九

呉
服
店
よ
り
持
っ
て
来
て
大
体
其
れ
尓
決

す
模
様
で
あ
る 
価
は
二
円
乃
定
価
を
･
･
･
･
･
･

漸
久
一
円
八
十
五
銭
尓
し
多　

尚
帯
は
㊈
よ
り

持
知
来
て
其
れ
尓
決
す
様
で
あ
る

今
晩
会
員
は
割
尓
夛
か
っ
多　

明
晩
歳
上

乃
者
中
老
尓
鹿
島
初
め
を
頼
み
尓
行
久
事
尓

奈
っ
多　

歳
上
之
者
一
名
は
特
別
会
員
を
訪
門

（
マ
マ
）

し
揃
乃
事
を
願
ふ
事
尓
奈
る

（
後
略
）

六
月
三
十
日　
　

土
曜
日　
　

曇
り

　
　
　
　

起
床　
　

七
時
半

（
前
略
）
今
晩
歳
上
之
者
中
老
尓

明
晩
之
鹿
島
初
め
を
布
れ
て
歩
い
た

　
　
　
　

就
床　
　

十
时
半

七
月
一
日　
　

日
曜
日　
　

曇
り
後
雨

　
　
　
　

起
床　
　

五
時
二
十
分

（
前
略
）

村
中
總
出
･
･
･
･
･
･
今
晩
よ
り
鹿
島
初
め
る

中
老
は
幾
人
も
来
て
久
れ
奈
か
っ
た

（
中
略
）

今
晩
支
部
長
並
に
福

（
マ
マ
）支

部
長
来
り
て

揃
之
事
尓
付
い
て
非
常
尓
反
對
説
を
唱
へ
た
可゛
特
別

会
員
半
二
郎
さ
ん　

愛
造
さ
ん
等　

種
■ 
■
太
等
来
里
て

色
々
協
議
乃
結
果
支
部
長
も
遂
い
尓
我
を
お
し
て

此
ふ
云
ふ
事
尓
決
っ
た
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支
部
長
福

（
マ
マ
）支

部
長
は
大
反
對
で
あ
る
が
会
員
一
同

賛
成
志
て
居
れ
ば
此
れ
も
や
む
を
ゑ
ぬ
と

結
曲

（
マ
マ
）

 
反
對
説
で
は
あ
る
可゛
可
愛
い
会
員
之
為
矢
表

尓
立
つ
と
云
ふ
事
を 
言
明
志
多

終
へ
多
の
が 
十
時
半　
　

其
れ
よ
り
反
物
あ
つ
ら

へ
尓
付
い
て
人
名
を
つ
ぶ
さ
尓
あ
ら
多
め
た

　
　
　
　
　

就
床　

十
一
时
半　

雨
は
降
っ
て
ゐ
る

　
七
月
二
日　
　

月
曜
日　
　

曇
天

　
　
　
　
　

起
床　
　
　

六
时
半

（
前
略
）

今
晩
相
変
ら
ず
鹿
島
を
や
る　

尚
今
晩
小
田
原

尓
橋
本
巳
蔵
さ
ん
尓 
惣
吉
さ
ん
の
二
名
行
久

揃
乃
あ
つ
ら
ひ
尓
･
･
･
･
･
･
七
時
で
行
っ
て
■
■
久
･
･
･
･
･
･

終
列
車
尓
て
歸
っ
て
来
た

今
晩
鹿
島
は
早
久
切
り
上
げ
た

十
時
半
だ
っ
た　

其
れ
よ
り
会
場
に
来

り
て
色
々
と
雑
談
尓
更
け
る

他
は
別
尓
用
奈
久 
今
晩
小
若
し
は
中
老
之
使

で
明
日
中
老
一
同
船
積
を
す
る
事
を
布
れ
左
せ
た

中
老
も
祭
之
總
出
を
す
る
様
で
は
大
分
鼻

鼻
意
気

（
マ
マ
）

可゛
荒
い
様
だ

青
年
会
も
鼻
可゛
あ
い
て
志
満
ふ
で
あ
ろ
う

　
　
　

就
床　
　

十
一
時

七
月
三
日　
　

火
曜
日　
　

曇
天

　
　
　

起
床　
　
　

五
時
半

（
前
略
）

今
晩 
小
若
し
は
明
日
よ
り
天
草
初
め
を
村
中

布
れ
多　

鹿
島
は
為
尓
早
久
切
上
げ
た

　
　

就
床　
　

十
一
时
五
十
分

七
月
四
日　
　

水
曜
日　
　

晴
後
雨

　
　
　

起
床　
　

五
时
二
十
分

（
前
略
）

今
晩
相
も
変
ら
ず
鹿
島
を
習
ふ

　
　
　
　
　

就
床　
　

十
一
时

七
月
五
日　
　

木
曜
日　
　
　

晴

　
　
　
　

起
床　
　
　

五
时
十
分

（
前
略
）

今
晩 
相
変
ら
ず
鹿
島
を
習
ひ
今
晩
一
晩

多゛
け
だ
っ
た
為
皆
非
常
尓
猛
烈
尓
習
っ
た

終
へ
た
乃
可゛
十
時
四
十
分
頃
だ
っ
た

　
　
　

就
床　

十
二
时
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七
月
六
日　
　

金
曜
日　
　
　

晴

　
　
　

起
床　
　
　

五
时

（
前
略
）

一
時
頃
よ
り　

歳
上
之
者
例
年
尓
依
っ
て
歸

っ
て
祭
乃
仕
度
を
す
る

今
晩
例
尓
依
り
て
天
皇

（
マ
マ
）さ

ん
乃
祭
乃
為
鹿
島

を
お
ど
る　

実
尓
猛
烈
尓
暴
れ
た

其
れ
よ
り
宮
庭
尓
来
て
又
鹿
島
を
お
ど
る
･
･
･
･
･
･

　
　

就
床　
　

十
二
时
五
十
分

七
月
七
日　
　

土
曜
日　
　
　

曇
天

　
　
　

起
床　
　
　
　

五
时

（
前
略
）

今
晩
相
変
ら
ず
鹿
島
を
習
ふ

（
後
略
）

七
月
九
日　
　

月
曜
日　
　
　

曇
天

　
　

起
床　
　

五
时
○
八
分

（
前
略
）

今
晩
相
変
ら
ず
之
鹿
島
之
練
習
今
晩
は
実
尓

会
員
も
又
通
常
会
員
も
随
分
小
勢
だ
っ
た

中
老
可゛
来
て
熱
心
尓
教
へ
て
久
れ
た

　
　
　

就
床　
　

十
一
时
半

七
月
十
日　
　

火
曜
日　
　
　

晴

　
　

起
床　
　
　

四
时
半

（
前
略
）

今
晩　

マ
ン
ド
乃
事
尓
付
い
て
非
常
尓
合
宿
舎

内
は
も
め
た　

其
乃
決
尓
依
っ
て
二
名
小
田
原

尓
鶴
亀
屋
尓
相
場
を
き
ヽ
に
行
久

　
　

就
床　
　

十
二
时

七
月
十
一
日　
　

水
曜
日　
　

晴

　
　
　
　
　

起
床　
　

四
时
五
十
分

（
前
略
）
今
晩
又
マ
ン
ド
乃
件
尓
付
い
て
種
々

お
宮
さ
ん
で
議
志
多　

鹿
島
は
十
一
時
頃
終
り

　
　
　

就
床　
　

十
二
时
二
十
分

七
月
十
二
日　
　

木
曜
日　
　

晴

　
　
　

起
床　
　
　
　

六
时
十
分

（
前
略
）

今
晩
鹿
島
は
六
時
五
十
分
頃
よ
り
初

（
マ
マ
）め

た

今
晩
小
田
原
鶴
亀
屋
尓
花
マ
ン
ド
を
取
り

尓
行
久
や
否
や
で
非
常
尓
議
志
た
が
明
晩

行
久
事
尓
成
り　

鹿
島
十
一
時
二
十
分
頃
終
へ
た

　
　
　
　

就
床　
　

十
二
時
五
十
分
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尚
今
晩
お
宮
尓
て
總
会
を
開
き
マ
ン
ド

七
月
十
三
日

を
ふ
ら
せ
て
戴
久
様
尓
中
老
氏
を
中

（
マ
マ
）介

尓

村
之
議
員
尓
打
ち
出
志
多　

再
い
〱
〱
頼
ん
だ

可゛
通
過
せ
ず
遂
い
尓
四
時
半
頃
迄
一
す
い
も

せ
ず
尓　

つ
め
可
け
て
居
た　

尚
今
晩
小
田
原

に
マ
ン
ド
取
り
尓
五
六
名
行
久 
途
中
雨
之
為

小
衆
運
輸
を
頼
ん
で
ト
ラ
ッ
ク
で
行
っ
た

一
時
頃
着
い
て
一
時
広
枝
宮
本
■
吉
さ
ん
乃

宅
尓
と
か
つ
ぎ
こ
み
村
と
乃
交
證
を
持
っ
た

而
し
前
書
い
た
通
り
四
時
半
尓
成
っ
て
も
通
過

せ
ぬ
為
中
尓
入
り
志
中
老
氏
を
気
乃
毒
尓
思
ひ

中
老
氏
と
手
を
切
り
其
れ
と
同
時
尓
マ
ン
ド
を

持
ち
来
り
て
お
宮
乃
け
い
内
尓
於
て
打
ち
こ
わ

志
て
し
ま
っ
た　

や
け
久
そ
乃
餘
り
其
れ
尓
火
を

た
き
つ
け
て
灰
尓
志
て
し
ま
っ
た

村
乃
衆
は
唯 
呆
然
と
志
て
居
た　

会
員
も
こ

わ
す
と
同
時
尓
お
宮
尓
引
き
上
け
た

而
し
無
念
乃
思
顔
を
皆
し
て
居
る　

中
尓

も
通
俗
会
員
は
自
分
乃
勞
苦
を
思
ひ
名
ご
り

お
し
さ
ふ
尓
見　

火
乃
上
可゛
る
を　

奈
可゛
め
て
居
た

其
れ
尓
て　

十
六
日
だ
け 
休
み 
勘
定
日
を

兼
ね
て 
一
ぱ
い
呑
も
ふ
と
云
ふ
事
に
決
し

閉
会
と
同
時
に
解
散
し
多

今
は
ま
っ
た
久
夜
も
明
け
て
月
可゛
東
天
尓
上
り

初
め
た 
会
員
其
之
火
尓
あ
た
っ
て
無
念
の
涙

を
流
志
て
散
り
〲
〱
り
に
歸
っ
て
行
久

七
月
十
三
日  
金
曜    
好
天
気         

起
床    
奈
し

本
日
は
今
朝
乃
無
念
乃
腹
可゛
あ
る
為
口
も

ろ
久
尓
聞
か
奈
か
っ
た

本
日
は
朝
よ
り
村
之
總
集
会
可゛
会
場
尓
て

開
ら
か
れ
た 
其
之
内
用

（
マ
マ
）は

今
さ
ら
申
す
必
要
も
無
い

今
朝
乃
青
年
乃
所
業
尓
付
い
て
善
後
さ
久
を
講
ず
べ

久
開
い
多
總
会
で
あ
り
満
志
多　 
其
之
結
果
は
村
議
員
乃

所
業
を
怒
る
者
多
数
乃
為　 
村
議
員
は
皆
あ（

マ

マ

）

や
ら
ま
し

此
之
問
題
を
中
老
氏
尓
一
時
ま
可
せ
る  
其
し
て
何
卒
し
て

青
年
尓
従
前
通
り
鹿
島
を
舞
っ
て
本
年
乃
祭
典

を
無
事
尓　

お
さ
め
度
い　

と
云
ふ
事
尓
■
て
決
し
九
時

頃
終
へ
多
村
之
與
論
は
実
尓
も
の
す
ご
い
様
で
あ
る

十
時
半
頃
よ
り　

中
老
氏
可゛
青
年
会
尓
臨
時
会
議

を
要
求
せ
し
為  
直
知
尓
集
合
を
命
ぢ
多　

而
し
今
朝

自
由
行
道

（
マ
マ
）免

せ
し
為
中
尓
は
畑　

山
尓
行
き
し

者 
夛
数
あ
里
志
為　

期
定
時
間
は
過
ぎ
た
可゛
遂
い
尓

寄
り
可゛
悪
る
久 
今
晩
め
し
を
食
っ
て
其
れ
よ
り
寄
る
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と
云
ふ
事
尓
決
す　

集
会
時
間
は
六
時
半
必
ず
寄
る
と
云

ふ
事
を 
布
れ
さ
せ
多　
　

下
乃
者
通
常
会
員
乃
意
見
は
無

ん
と
中
老
氏
可゛
云
ひ
わ
け
を
志
て
も  
必
ず
神
尓
知
か
っ
て
も

や
ら
ぬ
と 
り
き
ん
で
居
る　

六
時
半
乃
集
合
時
間
尓
は
実
尓
良

久
寄
り
唯
二
三
の
缼
席
者
を
見
多
だ
け
で
会
員
一
同
の

顔
可゛
無
事
尓
揃
っ
た　

■
て
会
員
尓
先
多゛
ち
て
支
部
長

並
尓
福

（
マ
マ
）支

部
長
又
特
別
会
員
尓
至
る
迄
奈
ん
と
中
老

氏
可゛
う
ま
ひ
口
を
聞
い
て
も
斷
然
鹿
島
は
や
ら
ぬ
と

大
い
尓
此
処
尓
中
老
青
年
会
之
意
気
並
尓
村
之
役
員

一
同
尓
覺
性

（
マ
マ
）を

さ
せ
る
尓
大
い
尓
最
も
良
い
時
季
と
云
ふ
事

を
主
張
し
て 
元

（
マ
マ
）と

し
て
應
じ
奈
い
事
尓
決
せ
ら
れ
多

支
部
長
よ
り
会

（

マ

マ

）
開
之
舌ジ

あ
り
て
先
ず
自
分
之
意
見
を
述
べ

自
分
は
如
何
奈
る
事
尓
奈
ろ
う
と
も
決
し
て
鹿
島
は
打
ち
ま
せ
ん
と
･
･
･
･
･
･

尚
其
れ
よ
り
福

（
マ
マ
）支

部
長
並
尓
特
別
会
員
乃
意
見
を
発
表
し

た　

や
可゛
て
八
時
半
頃
よ
り 
中
老
氏
来
り
て
豫
定
通

り 
鹿
島
を
従
前
通
り
舞
っ
て
此
之
祭
典
を
無
事
尓

お
さ
め
て
ほ
し
い 
村
之
議
員
さ
ん
達
は
今
さ
ら
自
分
之
職
せ
き

を
は
ぢ
て
お
り
ま
す
れ
ば 
此
処
乃
所
是
非
ま
げ
て
今
迄
之
事
は

水
尓
流
し
て
何
卒
鹿
島
を
舞
っ
て
戴
き
多
い

此
之
中
老
乃
顔
を
立
て
ゝ
戴
き
多
い
と
く
れ
〲
〱
れ

（
マ
マ
）も

頭
を
下

げ
多
可゛
青
年
会
は
絶
對
尓
鹿
島
は
お
ど
れ
ま
せ
ん

と
あ
久
迄
強
固
尓
出
て　
　

と
ほ
〱
〱
二
時
頃
迄
議
し
多

可゛ 
決
せ
ず　

遂
い
尓
一
時
保
留
と
し
て
又
明
晩
朝
や
る
事

尓
決
し
会
員
一
同
皆
合
宿
舎
尓
寝
る

皆
寝
乍
ら　

良
い
案
可゛
あ
れ
ば　

其
れ
を
出
志
た
い
と
考

え
多
可゛
遂
い
尓
決
せ
ず
皆
二
晩
之
つ
可
れ
で
久゛
っ
す
り
寝

た七
月
十
四
日　
　

土
曜
日　
　
　

晴
天

　
　
　
　
　

起
床　
　
　
　

四
时
半

今
朝 
四
時
半
頃
中
老
氏
可゛
来
て 
た
ヽ
き
起
こ
志
多

為
尓
皆
飛
起
き
て
只

（
マ
マ
）ち

尓
居
ず
ま
ひ
を
直
し
て
迎
へ
た

而
し
一
寸
ひ
け
て
戴
き
度
い
と
申
志
て
中
老
氏

尓
引
け
て
戴
い
て
皆
顔
を
洗
い
て
其
れ
よ
り
又
議
し

た
可゛
餘
り
尓
熱
心
尓
中
老
氏
可゛
中
尓
立
っ
て
下
さ
る
為

其
之
顔
を
少
志
は
立
て
奈
け
れ
ば
成
ら
ぬ
と
支
部
長
福

（
マ
マ
）支

部
長

乃
願
之
為　

さ
し
も
乃
意
志
之
健

（

マ

マ

）
個
で
あ
っ
多
通
常
会
員

も 
お
れ
て 
鹿
島
を
お
さ
め
之
為
お
宮
さ
ん
で
一
回
多゛
け

お
ど
る
事
尓
決
し
て 
さ
し
も
ヽ
め
た
事
件
も
此
処
尓
一
段
落

つ
げ
多　

今
日
は
小
田
原
尓
買
い
物
買
い
尓
七
名
乾

（
マ
マ
）事

二
名
で
云
っ
た　
　

村
で
は　

い
久
ら
鹿
島
を
舞
ふ
と
云
っ
て
も

奈
ん
と
成
久　

一
寸
引
き
立
ヽ
ず
祭
気
分
は
割
り
尓
志
奈
い

　
　
　
　

就
床　
　
　
　

十
時
半

七
月
十
五
日　
　

日
曜
日　
　
　
　

晴

　
　
　

起
床　
　
　

六ロ
ク

时
十
分
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今
朝
は
例
年
奈
ら
ば
猛
烈
尓
ね
る
多゛
可゛
本
年
は
其
れ

も
成
久
い
と
靜
可
多゛　

村
で
は
■
々
本
日
尓
至
り
て

初
め
て
祭
典
気
分
尓
成
っ
た

午
前
九
時
頃
よ
り
酒
は
ど
し
〱
〱
松
本
酒
店

よ
り
来
る

本
日
は
集
合
時
間
十
一
時
半
で
あ
っ
た

支
部
長
福

（
マ
マ
）支

部
長
等
之
あ
い
さ
つ
あ
り
て
･
･
･
･
･
･

酒
宴
と
成
り
■
太
さ
ん 
種
■
■
太
郎
さ
ん
の
三
名

猛
烈
尓
呑
み
又
其
れ
尓
連
り
て
合
宿
舎
員
も
猛

烈
尓
呑
ん
だ　
　

三
時
少
し
前
頃
よ
り
久
り
多゛
し
て

お
宮
尓
と
向
っ
た
実
尓
其
之
道
中
は
た
だ
中
老
気

取
り
で
左
内

（

マ

マ

）
扇
尓
て
チ
ン
〱
〱
節
を
唄
ひ
乍
そ
ろ

〱
〱
と
あ
る
い
て
行
っ
た

道
中
別
尓
変
っ
た
事
も
成
久
お
宮
尓
と
入
る

尚
本
日
は
子
供
之
御
興

（
マ
マ
）

可゛
村
並
尓
青
年
中
老
之

り
よ
う
解
を
得
て
猛
烈
尓
練
っ
た

丁
度
青
年
可゛
入
る
と
同
時
尓
御
興
も
續
ひ
て
入
り

無
事
尓
お
宮
尓
と
入
る　
　

其
れ
よ
り
鹿
島
可゛
い
と
も

壮
（

マ

マ

）
厳
尓
舞
ひ
収
め
ら
れ
た

此
れ
尓
て
さ
し
も　

も
み
尓
も
ん
だ
祭
典
も
つ
ゝ
可゛
成
久

終
っ
た

其
れ
よ
り
神
藇グ

ラ

乃
二
幕
程
や
っ
て
其
れ
よ
り
芝

居
を
や
っ
多　

今
晩
十
二
時
半
頃
芝
居
も
無
事
終

へ
多　
　
　
　
　

就
床　
　

一
时
半

七
月
十
六
日　
　
　

月
曜
日　
　

晴
天

　
　
　
　

起
床　
　
　

八
时
十
分

（
前
略
）

青
年
会
員
は
一
口
尓
満
三
十
才
迄　

通
常
会
員
は
二
十
五
才

と
云
ふ
け
れ
ど
実
際
は
特
別
会
員
は
二
十
九
才
で
通
常
会

員
は
二
十
四
才
で
最
早
特
別
会
員
尓
成
る

此
れ
を
例
年
通
り
い
や
規
定
年
間
迄
会
員
で
居
て

戴
き
度
い
と
通
常
会
員
よ
り
出
志
多
可゛
此
れ
は

通
過
せ
ず
一
時
保
留
と
成
っ
た

（
後
略
）

八
月
二
十
四
日　
　

金
曜
日　
　

曇
り
後
雨

　
　
　

起
床　
　
　
　
　

五
时
十
五
分

（
前
略
）

今
晩　

子
供
尓
教
へ
る
鹿
島
之
自
作
を
唐
寫
盤

尓
て
す
て
居
た　
　

其
れ
よ
り
小
若
し
尓
布

れ
さ
せ
た
（
後
略
）

八
月
二
十
五
日　
　

土
曜
日　
　

曇
り
又
雨

　
　
　
　

起
床　
　
　

五
時
〇
〇
分

（
前
略
）
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今
晩 
お
宮
で
者
子
供
之
鹿
島
で
騒
ぎ
で
あ

る　

校
長
先
生
も
お
見
へ
尓
成
っ
て
非
常
尓

尓
ぎ
や
可
で
あ
っ
た　

終
へ
た
の
可゛
九
時

　
　

就
床　
　
　

十
时
半

八
月
二
十
六
日　
　

日
曜
日　
　
　

曇
り

　
　
　
　

起
床　
　
　

五
時
十
五
分

（
前
略
）
今
晩
も 
相
変
ら
ず
乃
お
宮
尓
て

子
供
尓
鹿
島
を
教
へ
る

子
供
者
仲
〱
〱
覺
へ
よ
久
て
十
七
迄
･
･
･

習
ら
者
し
た　

会
場
之
若
い
し
可゛
上
之
句
を

歌
ひ
て　

子
供
達
尓
下
之
句
を
歌
わ
し
た

案
外
随
分
上
手
尓
や
っ
た　

明
晩
踊
を
教

る
登 
申
し
た
ら　

子
供
達
非
常
尓
嬉
し

が
っ
て
居
る　
　

終
へ
た
の
可゛
九
時
･
･
･
･
･
･
？？

（
後
略
）

八
月
二
十
七
日　

月
曜
日　
　

曇
り

　
　
　
　

起
床　
　
　

五
時
十
分

（
前
略
）
今
晩
も
相
変
ら
ず
子
供
尓
教

へ
た 
今
晩 
踊
を
教
へ
た

子
供
者
実
尓
覺
へ
可゛
良
久
て 
熱
心
尓
皆
教
へ
た

終
へ
た
乃
者
十
時
頃
で
あ
っ
た

　
　
　

就
床　
　

十
时
半

八
月
二
十
八
日　

火
曜
日　
　

曇
り

　
　
　
　

起
床　
　
　

五
时
〇
〇
分

（
前
略
）

今
晩 
相
変
ら
ず
小
共
尓
鹿
島
を
教
へ
る

･
･
･
･
･
･
今
晩
者
登
て
も
見
物
可゛
夛
可
っ
た
･
･
･

九
時
頃
終
へ
て
皆
歸
る

（
後
略
）

八
月
二
十
九
日　

水
曜
日　
　

曇
り

　
　
　
　

起
床　
　
　
　

五
時
半

（
前
略
）
今
晩
相
変
ら
ず
小
共
尓

鹿
島
踊
り
を
教
へ
た　

見
物
者
昨
晩
登
同
様
･
･
･
･
･
･

夛
勢
尓
て　

宮
之 
え
ん
端
を
埋
め
て
居
た

（
後
略
）

八
月
三
十
日　

木
曜
日　

晴
・
曇

　
　
　
　
　

起
床
五
時
二
十
分

（
前
略
）

夜
は
宮
で
子
供
か
鹿
島
を
な
ら
っ
た

（
後
略
）
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八
月
丗
一
日
金
曜
日　

午
前
曇 
午
后
晴

　
　
　
　
　
　

起
床 
五
時
二
十
分

（
前
略
）

夜
は
子
供
が
鹿
嶋
を
な
ら
う

（
後
略
）

九
月
二
日　
　

日
曜
日　
　

晴
天

　
　
　
　
　

起
床　
　
　

五
時
十
三
分

（
前
略
）

今
晩
鹿
島
を
教
へ
る　

子
供
者
段
々
成
績
可゛
良
い

（
後
略
）

九
月
三
日
月
曜
日　
　
　

晴
天

　
　
　
　

起
床　
　
　

五
时
十
分

（
前
略
）

今
晩
相
変
ら
ず
鹿
島
を
教
へ
る

今
晩
者
子
供
同
志
で
踊
ら
せ
た 
二
回
踊
ら
し

た
可゛ 
昨
晩
登
比
し
大
変
上
手
で
あ
っ
た

九
時
半
終
へ
る
（
後
略
）

九
月
四
日　
　

火
曜
日　
　
　

曇
天

　
　
　

起
床　
　
　

五
时
十
分

（
前
略
）
今
晩
も
相
変
ら
ず
教
へ
た
今
晩
一
晩
で

一
时
限
り 
翌
晩
夜
學
初
め
之
講
話
会
を
行
っ

て
其
れ
よ
り
夜
學
を
行
ふ
為
一
時
休
ま
せ
る
事

尓
し
た
（
後
略
）

九
月
六
日　
　

木
曜
日　

五
時　

曇
天

　
　
　

起
床
五
時
半

（
前
略
）

今
晩
鹿
島
を
教
へ
る　

皆
非
常
尓
熱
心

尓
教
へ
た

　
　
　
　

就
床
十
时
半

九
月
十
二
日　
　

水
曜
日　
　

曇
り
小
雨
少
し

　
　
　
　
　

起
床　

五
時
半

（
前
略
）

今
晩
小
供
尓　

鹿
島
を
教
へ
る　
　

子
供
者
最
早
忘
れ
た

者
さ
へ
見
へ
多　

鹿
島
を
終
へ
て
会
場
之
障
子
を
張
る

（
後
略
）

九
月
十
四
日　
　

金
曜
日　
　
　

晴
天

　
　
　
　

起
床　

五
时
十
分

（
前
略
）
子
供
尓
鹿
島
を
教
へ
る

（
後
略
）
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九
月
二
十
四
日　

月
曜
日　
　

曇
り
後
雨

　
　
　
　
　
　

起
床　

五
時
十
五
分

（
前
略
）
今
晩
鹿
島
を
教
へ
る 
子
供
者

最
早
あ
き
多
様
で
あ
る
（
後
略
）

九
月
二
十
七
日　

木
曜
日　

晴
天

　
　
　
　

起
床　
　

五
时
十
分

（
前
略
）

子
供
尓
鹿
島
を
お
し
へ
る　
　

子
供
者
今
日
小
田
原
尓

野
（

マ

マ

）
久
乃
練
習
尓
行
っ
て
留
守
乃
為 
子
供
者
非
常
尓
少

奈
可
多
（
後
略
）

十
月
壱
日　

月
曜
日　
　
　

好
天
気

　
　
　
　

起
床　
　

五
时
四
十
五
分

（
前
略
）

会
場
で
者
子
供
乃
鹿
島
を
二
三
之
者
可゛
教
へ

た
左
ふ
だ

　
　

就
床　

十
时
半

十
月
三
日　
　

水
曜
日　
　
　

曇
り

　
　
　
　

起
床　
　

五
时
半

（
前
略
）

今
晩 
子
供
尓
鹿
島
を
教
へ
る

（
後
略
）

十
月
四
日
木
曜
日　
　

曇
り
小
雨

　
　

起
床　
　

五
时
十
五
分

（
前
略
）

今
晩
者
鹿
島
を
教
へ
る　

子
供
者
思
っ
た
よ
り

多
勢
で
あ
る
（
後
略
）

十
月
十
一
日 
木
曜
日　

曇
り
勝

　
　

起
床　
　
　

五
時
十
五
分

（
前
略
）

今
晩
者
鹿
島
を
教
へ
る
（
後
略
）

十
月
十
五
日　
　

月
曜
日　
　

曇
天

　
　
　

起
床　
　
　

五
時
半

（
前
略
）

今
晩
鹿
島
を
教
へ
る

（
後
略
）

十
月
二
十
二
日
月
曜
日　

曇
天

　
　
　

起
床　
　
　

五
時
半

（
前
略
）

鹿
島
を
教
へ
る　

会
員
者
案
外
小
勢
で
あ
る
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（
後
略
）

十
月
二
十
五
日 
木
曜
日　
　

曇
里

　
　
　
　
　

起
床　
　

五
時
半

（
前
略
）

今
晩
鹿
島
を
教
え
る

仲
々
小
供
者
熱
心
尓
教
わ
る 
又
教
へ
る
者
者
一
心

尓
成
っ
て 
教
へ
て
居
る

（
後
略
）

十
一
月
三
日　
　

土
曜
日　
　

晴
天

　
　
　

起
床　
　
　

五
时
半

（
前
略
）
鹿
島
を
教
へ
る

皆 
熱
心
尓
教
わ
る
様
た
又
教
へ
る
人
も
非
常

尓
熱
心
で
教
へ
た

　
　
　

就
床　

十
时
半

十
一
月　
　
　

日
曜
日　
　
　

好
天
気　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
※
四
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

起
床　

五
时
半

（
前
略
）

今
晩 
歳
上
乃
者
者
子
供
乃
鹿
島
乃
道
具
を
造
っ
て

居
る
（
後
略
）

十
一
月
五
日　

月
曜
日　

晴
天

　
　
　
　
　

起
床　

五
时
半

（
前
略
）

今
晩
者
鹿
島
を
教
へ
る　

見
物
可゛
一
ぱ
い
で
あ
っ
た

（
後
略
）

十
一
月
十
日　
　

土
曜
日　
　
　

曇
り
勝
ち

　
　
　
　
　

起
床　
　
　
　

七
时
頃

（
前
略
）

又
學
校
で
根
府
川
村
乃
子
供
乃
鹿
島
を
踊
ら
せ
る

人
気
者
非
常
尓
あ
っ
た　

而
し
歌
上
げ
者
不
出
来
で

あ
っ
た　
　

尚
子
供
達
者
提ハ

灯タ

行
列
を
志
て
歩
い
た

お
宮
乃
前
尓
て
鹿
島
を
踊
ら
せ
る

此
れ
又
非
常
乃
人
気
を
得
た　

会
場
で
盛
ん

尓
宴
会
を
開
久
（
後
略
）

十
一
月
十
一
日　
　

日
曜
日　
　

曇
天

　
　
　
　
　

起
床　
　
　
　

五
时
半

（
前
略
）

今
晩
子
供
尓
鹿
島
を
教
へ
る　

教
へ
る
人
も
熱
心
奈
ら

教
わ
る
子
供
も
又
熱
心
で
あ
る
（
後
略
）

十
一
月
十
二
日　

月
曜
日　
　

曇
天
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起
床　
　

六
时
半

（
前
略
）

今
晩
又
鹿
島
を
教
へ
る　

教
わ
る
も
教
へ
る
も
今
宵
限
里

今
迄
一
心
尓
奈
っ
て
習
ひ
志
鹿
島
も
い
よ
〱
〱
明
日
踊
る
日

と
成
っ
た　

一
通
里
教
へ
て
終
ふ　

其
れ
よ
り
会
場
尓
て

者
明
日
乃
鹿
島
乃
支
度
尓
豫
念
可゛
成

（
マ
マ
）か

っ
た

（
後
略
）

十
一
月
十
三
日　
　

火
曜
日　
　
　

雨

　
　
　
　
　
　

起
床　
　

七
时
半

（
前
略
）
本
日
定
■
學

校
尓
子
供
等
皆
行
久
又
見
物
も
非
常
尓
大
数
行

っ
た　

鹿
島
乃
歌
上
げ
尓 
啓
太
郎
、
栄
一
、
■
五
郎
、
国
松

尓
副
支
部
長
梅
吉
さ
ん
乃
五
名
行
久

鹿
島
者
一
番
終
里
尓
踊
っ
た
登
非
常
奈
人
気
尓
て

拍
手
会

（
マ
マ
）サ

イ
で
あ
っ
た
登
云
わ
れ
た

（
後
略
）

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年

該
当
記
事
な
し

昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年

六
月
十
九
日　
　

金
曜
日

　
　
　

天
候　

雨　
　

起
床
六
時

（
前
略
）

夜
吉
濱
青
年
會
よ
り
役
員
二
名
来
て
本
年

度
祭
典
の
鹿
島
踊
を
又
教
し
え
て
来

れ
る
様
申
込
ん
で
来
た
早
速
役
員

會
を
開
い
た
結
果
否
支
部
長
が
急

用
あ
り
来
る
事
出
来
ず
二
十
五
日
の
定
例

の
講
話
會
な
が
ら
祭
典
の
總
集
會
前

迄
に
評
批
會
を
開
い
て
折
依
っ
て
報

告
す
る
事
に
な
っ
た 
又 
合
宿
舎
に
て
は
比
評

會
を
開
久 
本
年
の
祭
典
に
附
い
て
の
件
大
体

本
年
度
に
置
い
て
は
合
宿
舎
と
し
て
は
大
勢
の
予
論
に

準
ず
る
事
に
な
っ
た
や
大
祭
の
準
備
す
る
事
に
決
定
し
た

六
月
二
十
日　

土
曜
日　
　

雨　

曇

晴
れ
た
り
曇
っ
た
り
の
天
気

評
議
員
会
議

議
案

一
、
吉
浜
青
年
会
に
鹿
島
踊
り
を
教
え
る
件

　
　

本
年
を
以
て
三
年
目
に
な
る
に
未
だ
充
分
に
出

　
　

来
な
い
と
云
ふ
理
由
を
考
え
て
見
る
に
吉
浜

　
　

青
年
会
は
二
十
五
才
と
な
れ
ば
退
会
す
る
為

　
　

前
に
練
習
し
た
者
が
踊
ら
ぬ
為
新
ら
し
い
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人
が
出
来
な
い
事
に
欠
か
ん
が
有
る
と
思
ふ
の
で

　
　

吉
浜
青
年
会
と
し
て
も
此
の
奌
に
一
考
を
し
て

　
　

も
ら
ふ
事
に
良
く
話
し
た
の
か
良
い
と
云
ふ
事

　
　

で
明
日
支
部
長
か
電
話
を
以
て
吉
浜

　
　

の
役
員
に
当
方
に
出
向
い
て
く
る
様
に
通

　
　

じ
る
事
に
し
た
、
思
ふ
に
新
規
の
人
を
毎
年

　
　

教
え
る
事
に
な
る
と
将
来
幾
年
も
續

　
　

く
事
に
な
る
様
で
は
こ
ま
る
事
で
も
有
る
の
で

　
　

出
来
る
も
の
を
よ
り
良
教
え
て
之
等
を

　
　

指
導
の
立
場
に
な
る
様
に
し
た
方
が

　
　

将
来
の
為
に
良
い
と
云
ふ
事
に
な
っ
た

　
　

十
时
半 
閉
会

六
月
二
十
一
日　
　

日
曜
日

　
　
　

天
候
雨　

晴　
　

起
床
六
時

（
前
略
）

又
吉
浜
よ
り
過
日
申
し
込
ん
で
来
た
本
年

度
に
置
け
る
鹿
島
踊
の
件
に
附
い
て

早
速
役
員
會
を
開
い
て
ど
う
し
た
風
に

■
■
教
え
る
も
の
か
毎
年
の
様
に
全
會
員

に
教
え
る
も
の
か
其
れ
と
も
新
し
い
も
の
に
か

今
迄
練
習
し
た
も
の
に
尚
觧
し
久
教
え

る
も
の
か
吉
浜
の
方
の
本
年
意
向
を
聴

い
た
結
果
昨
年
迄
教
は
つ
た
者
だ
け

に
尚
良
久
教
し
え
て
も
ら
ひ
た
い
と
の
事

に
て
當
會
と
し
て
も
毎
年
〱
繰
返
し

〱
わ
ざ
〲
教
え
直
し
に
行
久
わ
け

に
わ
ゆ
か
づ
い
づ
れ
に
し
ろ
又
二
十
五
日
の
總
會

に
掛
け
て
皆
に
よ
久
想
談
し
た
上
教
え
る
と

言
ふ
事
に
な
つ
た
ら
根
府
川
で
始
め
る
前
迄
も

行
久
事
と
し
以
後
二
十
五
日
の
總
會
の
結
果

報
告
す
る
事
に
な
り
一
先
づ
切
り
上
げ
た

　
　
　
　
　
　

就
寝　
　

十
一
時
半　

六
月
二
十
四
日　

水
曜
日

　
　
　
　

天
候 
曇　
　

起
床
四
時
半

（
前
略
）

夜
明
日
の
定
例
の
講
和
會
な
が
ら
祭
の

總
會
を
各
會
員
に
小
若
衆
を
持
っ
て
振

れ
ら
せ
る

又 
村
會
議
員 
總
代 
中
老 
宮
世
葉

（
マ
マ
）人

青
年
會
役
員
幹
部
の
祭
典
に
付
い
て

の
打
合
せ
が
あ
つ
た
會
議
中
各
人
の
話
に
依

れ
ば
明
日
の
定
例
の
講
話
會
に
祭
の
總
會

を
開
久
事
は
祭
に
對
し
餘
り
期
間
に
置
い
て
早

過
ぎ
や
し
な
い
か
出
来
れ
ば
祭
典
の
總
會
と
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し
て
は
別
に
一
日
頃
に
開
い
て
も
ら
い
た
い
と
言
ふ

事 
又 
本
年
度
の
祭
は
大
祭
か
小
祭
か
の

件
に
附
い
て
は
不
影
氣
財
生

（
マ
マ
）困

難
な
立
場
に

あ
る
役
員
と
し
て
の
事
か
ら
か
大
体
の
意
見
が

小
祭
と
決
っ
た
ら
し
い

　
　
　
　
　
　

就
寝 
十
一
時

六
月
二
十
五
日　
　

木
曜
日

　
　
　
　

天
候　

晴　
　

起
床　

四
時
半

（
前
略
）

今
晩
は
定
例
の
講
話
會
な
が
ら
祭
典

の
總
出
で
あ
っ
た 
九
時
に
開
會
な
す

總
會　

協
議
決
定
事
項

「
本
年
度
に
於
け
る
祭
典
を
青
年
會
に
て
は

何
如
に
す
る
か
」

昨
年
よ
り
祭
典
方
法
と
し
て
大
祭
を
打
つ
か
打
た
ぬ

か
と
言
ふ
事
に
附
い
て
は
村
内
當
局
者
各
團
体

代
表
者
の
集
合
に
依
り
決
定
す
る
と
言
ふ
事
に

な
つ
た 
に
依
っ
て
青
年
會
よ
り
は
支
部
長
が
出
席

な
し
其
の
會
に
昨
晩
参
加
な
し
た
事
に
よ
り
會

に
置
い
て
は
村
の
意
向
と
し
て
は
一
昨
年
と
一
昨
昨
年

と
二
年
續
け
て
祭
典
を
打
ち
つ
て
を
り
又
本
年
度

は
祭
典
番
で
は
な
い
其
れ
よ
り
も
昨
年
の
蜜
柑

の
不
作
財
生

（
マ
マ
）の

困
難
に
置
い
て
何
人
ら
大

祭
を
打
て
べ
き
か
絶
對
的
に
維
祭
と
決
定
し
た

と
の
事
を
支
部
長
が
一
般
會
員
に
報
告
な
し

青
年
會
は
村
の
意
向
に
準
ず
る
と
言
ふ
事
で
あ

り
其
れ
に
置
い
て
支
部
長
よ
り
是
が
非
で
も
村
に

し
た
が
ひ
温
順
に
折
れ
て
維
祭
と
青
年
會
に

置
い
て
も
決
め
て
も
ら
ひ
た
い
と
の
事
に
て
特
別

會
員
通
常
會
員
の
協
議
す
る

然
し 
村
内
當
局
者
各
團
体
代
俵
者
が

何
如
に
申
せ
ど
其
の
身
に
な
っ
て
見
て
誰
が

六
月
の
二
十
五
日
頃
か
ら
大
祭
を
や
る
な
ぞ
と
言
へ

べ
き
か
誰
れ
に
於
て
も
必
ず
維
祭
と
決
め
る
を
吾

等
か
ら
見
れ
ば
當
然
と
思
え
る
依
っ
て
大
体
の
村

内
に
置
け
る
己
人
の
意
見
を
聴
い
て
見
る
に
又

老
年
の
神
社
に
置
け
る
手
入
れ
作
業
な
ぞ
を

見
る
に
大
祭
を
や
ろ
う
と
は
言
は
な
い
が
各
人
の
感

情
は
す
で
に
其
處
に
行
っ
て
居
る
様
に
思
え
る

と
又 
祭
典
に
着
る
揃
え
が
一
昨
年
吉
浜
よ
り

鹿
島
踊
り
を
教
し
え
て
も
ら
つ
た
礼
と
し
て
下
れ

た
物
で
あ
り
早
三
年
間
に
な
り
二
年
間
の
月
日
を

待
っ
て
下
さ
る
顧
問
さ
ん
に
一
枚
も
吾
等
の
力
に

よ
つ
て
着
せ
る
事
の
出
来
な
い
と
言
ふ
事
は
残
念

な
事
で
あ
る
通
常
會
員
は
何
處
迄
も
大
祭
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に
し
て
来
れ
る
様
願
っ
た
が
何
に
し
ろ
村
内
の
意
向

が
維
祭
に
昨
晩
の
代
俵
者
幹
部
の
意
向
が
大

世
の
予
論
で
あ
る 
青
年
會
と
し
て
大
祭
を
打
ち
た
い

の
は
山
々
だ
が
氣
良
く
折
れ
て
も
ら
ひ
是
非
維
祭

に
と
の
特
別
會
員
始
め
役
員
の
願
ひ
に
無
理
に

も
通
す
事
出
来
ず 
決
果 
維
祭
と
と
言
ふ
事
に

決
ま
り
通
常
會
員
の
意
見
も
空
し
久
消
え
た

其
れ
が
決
ま
り
續
き
七
日
目
の
経
費
の
件

本
年
の
鹿
島
始
め
の
件
と
協
議
す
る

七
日
の
経
費
は
一
般
の
會
員
の
證
知
を
得
て

例
年
通
り
の
経
費
で
行
ふ
事
に
な
っ
た

鹿
島
に
附
い
て
は
又
通
常
會
員
則
よ
り
本
年
は

新
し
久
入
會
し
た
者
二
名
に
又
新
し
久
役
附
久
者
が

四
名
も
あ
る
関
係
上
是
非
一
日
か
ら
始
め
ら（

マ

マ

）

せ
て
も
ら
ひ

た
い
と
の
意
見
で
あ
っ
た
が
通
ら
ず 
維
祭
に
置
い
て

餘
り
早
久
か
ら
神
社
に
て
練
習
す
る
事
は
良
く
な
い

事
と
て
七
日
迄
會
場
で
習
ひ
七
日
よ
り
神
社
に
移

り
本
各

（
マ
マ
）に

練
習
す
る
事
と
な
り
觧
決
し
た

又 
話
し
は
変
り 
吉
浜
青
年
會
で 
鹿
島
踊
り

を
教
し
え
て
も
ら
ひ
た
い
と
の
件
に
附
き
ど
う
す
べ
き

か
會
員
に
協
議
を
か
け
た
所
昨
年
迄
教
し
え

て
居
り
し
つ
か
り
し
た
事
が
出
来
な
い 
踊
っ
て
居
る
内

に
觧
か
ら
な
く
な
つ
て
し
ま
ひ
思
案
に
困
る
状
態

で
す
か
ら
是
非
教
し
え
て
も
ら
ひ
た
い
と
申
し
込
ん
で

来
て
居
る
者
を
渡
り
か
け
た
橋
上
に
よ
す
と

言
ふ
事
出
来
ず 
又 
一
般
の
決
議
か
ら
當
青
年

會
で
練
習
始
め
る
一
日
頃
迄
教
え
る
事
に
な
つ

た 
早
速 
明
二
十
六
日
よ
り
教
し
え
る
の
で
あ
る
が

大
体
向
ふ
の
様
子
が
ど
ん
な
で
あ
る
か 
明
日
は

役
員
と
特
に
踊
り
に
置
い
て
秘

（

マ

マ

）
用
な
役
目
の

者
二
名
計
六
人
に
て
出
席
教
え
る
事
に

な
る
と
同
事
様
子
を
見
て
来
て
續
ぎ
の
日
か
ら

三
分
隊
位
わ
け
て 
一
日
交
對
に
行
久
事
に
決
っ
た

又
此
の
事
に
附
き
青
年
の
鹿
島
踊
り
の
責
任
者
で

あ
る
中
老
の
方
特
に
長
鈴
木
林
造
稲
子
藤
十
郎

氏
に
一
應
事
情
を
幹
事
二
名
を
持
っ
て
通
知
な

し
た　
　

以
上
總
會
協
議
事
項
決
議
な
す

例
年
と
用
件
が
異
つ
た
関
係
上
色
々
混
り
合
ひ

遅
久
迄
か
ヽ
つ
た　

閉
會　

一
時

　
　
　
　
　

就
寝
一
時

六
月
二
十
六
日　

金
曜
日

天
候　

晴　
　

起
床
四
時
半

（
前
略
）
吉
浜
の
鹿
島

踊
り
の
指
導
に
役
員
外
二
名
八
時
の
汽
車
で

教
し
え
に
行
き 
十
一
時
頃
タ
ク
シ
ー
で
歸
て
来
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大
体
向
ふ
の
様
子
を
調
べ
て
来
た
決
果
明
日

か
ら
教
し
え
に
行
く
者
の
番
組
を
発
俵
な
す

（
後
略
）

六
月
二
十
七　

日　
　

土
曜
日

　
　
　
　 
　

天
候
曇　
　
　
　

起
床
四
時
半

（
前
略
）

夜
吉
浜
に
二
晩
目
の
者
六
名
八
時
の

汽
車
で
教
し
え
に
行
く

（
後
略
）

六
月
二
十
八
日　
　

日
曜
日

　
　
　
　
　

天
候
雨　
　

起
床
五
時
半

（
前
略
）

吉
浜
に
今
日
は
二
日
目
の
番
が
教
し
え
に
行
久

（
後
略
）

六
月
二
十
九
日　
　

月
曜
日

　
　
　
　

天
候　

曇　
　
　

起
床
四
時
半

（
前
略
）
三
分
班
の
鹿
島
踊
を
教
し
え
に
行
久

（
後
略
）

六
月
三
十
日　

火
曜
日

　
　
　

天
候
曇
雨　

起
床　

五
時

（
前
略
）

夜
合
宿
舎
に
於
て
は
月
末
の
批
評
會
を

や
る 
今
年
の
新
し
久
上
に
ぬ
け
た
者
四
名
に

鹿
島
踊
り
の
役
付
け
で
あ
る

一
般
か
ら
見
て
想

（

マ

マ

）
當
な
し
た
体
質
の
者 
又

摘
（

マ

マ

）
人
者
な
る
様
な
者
を
舎
長
顧
問
の
指
令

に
よ
り
付
け
ら
れ
た

（
後
略
）

七
月
一
日　
　

水
曜
日

　
　
　

天
候　

曇　

起
床
四
時
半

（
前
略
）
亦 
今
日
か
ら 
鹿
島
始
め
で
あ
り

會
場
に
て
行
ふ
最
初
の
日
で
あ
り
又
新
し

久
役
付
い
た
者
も
想

（
マ
マ
）當

あ
り
よ
久
出
来
ぬ
と

言
ふ
の
は
當
然
で
あ
る
色
々
と
し
か
ら
れ
つ

ヽ
も
一
生
懸
命
や
つ
て
居
る
様
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　

就
寝　

十
一
時

七
月
二
日　

木
曜
日

　
　
　

天
候
雨　

起
床
六
時

（
前
略
）

午
后
よ
り
副
支
部
長
理
事
が
遊
び
に
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来
て
鹿
島
太
鼓
を
調
べ
も
う
少
こ
し
で

破
れ
さ
う
に
な
つ
て
居
り
二
三
打
つ
と
だ
め
で
あ

る
か
ら
ど
う
せ
尚

（
マ
マ
）す

な
ら
七
日
の
祭
り
前
迄
に
尚

し
て
し
ま
を
う
と
乃
事
か
ら
理
事
廣
井
金
十
郎

幹
事
内
田
鉄
雄
二
名
を
持
っ
て
前
修

（

マ

マ

）
善
し
た
菊
屋

に
尚
し
に
行
久
事
に
な
り
早
速
行
っ
て
来
た

結
果
前
尚
し
た
よ
り
も
五
十
㦮
安
久
三
圓
に

て
出
来
上
り
見
本
に
持
っ
て
行
っ
た
皮
と

一
枚
餘
分
に
悪
い
の
を
も
ら
つ
て
来
て
そ
の
中

の
木
が
一
圓
で
出
来
る
と
言
ふ
の
で 
金
十
郎
さ
ん

と
歸
っ
て
来
て
役
員
の
者
に
話
し
早
速
支
部

長
を
呼
ん
で
役
員
會
を
開
き 
其
の
胴
中
を
買
つ

て
来
て
中
古
品
を
一
個
作
ら
う
と
協
議
し
た 
結

果 
皆
一
個 
新
し
久
作
久
る
と
な
る
と
事
が
大
き

い
が
た
ヾ
胴
中
一
個
を
買
つ
て
鹿
島
の
に
は
使
へ

ぬ
が
毎
年
は
や
し
太
鼓
を
二
つ
ヾ
つ
か
れ
て
一
圓

二
圓
の
礼
を
す
る
よ
り
想
當
な
の
が
出
来
る
か
ら
買

求
め
よ
う
と
な
り
明
日
今
日
注
文
し
て
来
た
の
を
買
に

や
る
事
に
決
ま
つ
た

鹿
島
二
日
目
の
晩
で
あ
る
皆
最
初
の
太
鼓
の

入
ら
な
か
つ
た
の
を
は
り
合
ひ
な
さ
そ
う
だ
つ
た
が
出
来

て
来
て
早
速
使
え
た
の
で
揃
■
一
生
懸
命
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　

就
寝
十
一
時

七
月
三
日　
　

金
曜
日

　
　
　
　

天
候 
曇　
　

起
床
五
時

（
前
略
）

夜
今
日
で
三
日
目
乃
鹿
島
練
習
で
あ
り

皆
一
生
懸
命
や
つ
て
居
た
特
別
會
員
に

置
い
て
は
練
習
振
り
に
注
意
を
言
つ
た

が
や
は
り
正
意
に
か
な
わ
ず
其
の
通
常
會

員
の
道
理
に
認
め
て
下
さ
れ
た

又
今
日
岩
本
兵
次
さ
ん
が
昨
晩
役
員
會

に
於
て
決
つ
た
太
鼓
の
胴
を
買
つ
て
来
る

價
格
一
圓

　
　

就
寝　

十
一
時

七
月
四
日　
　

土
曜
日

　
　

天
候
晴　
　
　
　

起
床
四
時
半

（
前
略
）

夜 
想
當
中
老
年
輩
の
人
が
鹿
島

を
教
し
え
に
来
て
下
さ
れ
練
習
人
も
指
導

者
も
栄
え
て
練
習
時
間
を
製

（

マ

マ

）
限
さ
れ

た
に
も
遅
く
迄
や
れ
た
亦
役
員
が
来
て

七
日
の
打
合
せ
す
る 
就
寝　

十
時

總
出
組
合
す
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七
月
五
日　

日
曜
日

　
　
　

天
候 
曇　
　

起
床
四
時
半

（
前
略
）

青
年
會
役
員
全
部
集
合
な
し
て
な
す

今
日
が
會
場
で
鹿
島
練
習
す
る
最
後
の
日

で
あ
る
各
々
役
附
け
ら
れ
た
者
皆
明
晩
に

遅
れ
ま
じ
と
一
生
懸
命
練
習
な
す

（
中
略
）
又
新
上
士
の
者
中
老
會
員
全
部

七
日
の
晩
よ
り
鹿
島
を
正
式
に
始
め
る
に
依

り
全
員
に
通
知
す

（
後
略
）

七
月
六
日　
　

月
曜
日

　
　
　

天
候　

雨　
　

起
床
五
時
五
十
分

（
前
略
）

新
上
衆
（
シ
ン
ウ
ヱ
ノ
シ
）
は
朝
か
ら
黄
金
ビ
シ
ャ
ク　

ヘ
グ
シ

の
紙
を
切
つ
た

（
中
略
）
九
時
に
鹿
島
を
打
ち
込
ん
だ

（
中
略
）

お
宮
の
境
内
で
打
ち
こ
ん
だ
の
が　

十
時
（
後
略
）

七
月
七
日　
　
　
　
　

火
曜
日

　
　

天
候　
　
　
　

曇　
　
　

起
床
六
時

（
前
略
）

夜　

鹿
島
始
め
だ
つ
た

　
　
　
　

就
寝
十
一
時

七
月
八
日　
　
　
　
　

火
曜
日

　

天
候　
　

曇
時
々
雨　
　
　

起
床
四
時
四
十
分

（
前
略
）

鹿
島
踊
り
を
二
囬　

そ
ろ
し
た

　
　
　
　

就
寝
十
一
時
二
十
分

七
月
九
日　
　
　
　

水
曜
日

　 
天
候　

曇
雨　
　
　

起
床
五
時

（
前
略
）

夜
鹿
島
踊
を
習
つ
た　
　

明
晩
�
�浜

に
鹿
島
踊
を
教
え
に
行
く
に　

理
事
の

広
井
金
十
郎
氏
と
矢
子
市
郎
氏
と
岩

本
兵
次
氏
に
頼
ん
だ

（
後
略
）

七
月
十
日　
　
　
　

木
曜
日

　 
天
候　

雨
時
々
曇　
　

起
床
六
時

（
前
略
）

夜 
岩
本
兵
次
さ
ん
と
広
井
金
十
郎
さ
ん
と
矢
子
市
郎
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さ
ん
は
�
�
浜
に
鹿
島
踊
を
教
え
に
い
つた

こ
ち
ら
で
も
一
生
懸
命
に
習
つ
て 
十
時
二
十
分
頃

終
り
に
し
て　

十
時
四
十
分
頃
床
に
就
い
た

そ
の
頃
迄
�
�
浜
に
い
つて
来い

ら
れ
諸
氏
は
歸

村
し
な
か
つ
た

　
　
　
　
　
　

就
寝
十
時
四
十
分

七
月
十
一
日　
　
　

金
曜
日

　 
天
候　
　

晴
（
ハ
レ
）　

起
床　

五
時
十
分
前

（
前
略
）

夜 
例
日
の
通
り
鹿
島
踊
を
習
つ
た

二
囬　

合
は
せ
た
か
良
く
踊
れ
た
と
皆
ん
な
か
賞
め

て
呉
れ
た

　
　
　
　

就
寝　
　
　

十
一
時

七
月
十
二
日　
　
　
　
　
　

日
曜
日

　
　

天
候　

曇　
　
　
　
　
　

起
床
五
時

（
前
略
）

夜
鹿
島
踊
を
習
つ
た
（
後
略
）

七
月
十
三
日　
　
　
　
　
　

月
曜
日

　
　

天
候
雨
曇　
　
　
　

起
床　

五
時

（
前
略
）

夜 
鹿
島
踊
り
を
二
囬
程
合
せ
て
切
り
あ
げ

て
お
祭
の
予
算
總
会
を
開
い
た
十
人
程
の

不
参
者
が
あ
つ
た

例
年
の
通
り
昨
年
度
祭
典
の
経
費
に
準
じ

て
の
予
算
を
組
み
て
利キ

ヽ

酒
に
移
り
て 
中
村
屋

驛
前
叶
屋　
　

叶
屋
本
店　
　

早
川
杉
坂
酒
店

か
持
つ
て
来
て
あ
り
結
句　

驛
前
叶
屋　

中
村
屋　

杉
坂

酒
店
の
三
つ
店
の
う
ち
か
ら
役
員
の
よ
い
様
に
と
任
せ
ら
れ
た

そ
の
中
ば
に
中
老
よ
り
明
日
の
買
物
に
つ
い
て
の
注
文

に
来
て　

そ
の
利
酒
も
中
老
に
廻
し
て
検
し
て
も
ら
つ
た

（
後
略
）

七
月
十
四
日　
　
　
　
　

火
曜
日

天
候　

曇　
　
　
　
　
　
　

起
床
五
時

（
前
略
）
夜
宮
の
祭
典
を
行
ふ

集
合
七
時　
　
　
　
　

支
部
長
福
支
部
長
顧
問
消
防
小

頭
の
挨
拶
に
つ
い
で
雑
題
に
移
り　
　

祭
典
の
み
の
後
任
幹
事

の
指
名
せ
り　

而
し
て　

鈴
木
省
吾
氏
指
名
せ
ら
る

次
に　
　

通
常
会
員
よ
り 
八
拂
ひ
に
も
特
別
会
員
さ
ん
も

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
申
し
出
で
る　

特
別
会
員
も
極

力
参
加
す
る
様
に
と
（
中
略
）

鹿
島
を
打
ち
込
ん
だ
の
か　
　
　
　

十
時
半　
　
　

お
宮
の
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前
で　

打
ち
込
ん
だ
の
か　
　

十
一
時
半

　
　
　
　

就
寝
十
二
時
半

七
月
十
五
日　
　
　
　
　
　

水
曜
日

　
　

天
候　
　
　

曇
雨
少
し
あ
り
起
床
四
時
半

二
時
半
に
米
神
に
三
名
程
魚
を
も
ら
ひ
に
行
く

集
合
時
間
十
時

支
部
長
副
支
部
長
顧
問
消
防
小
頭
の
挨
拶

あ
り　

雑
題
に
移
り
て
吉
浜
青
年
会
よ
り
酒
五
升
の

御
礼
か
あ
る　
　
　
　

別
に
な
し

　
　
　

宴
会

一
時
半
会
場
の
前
の
鹿
島
は
打
ち
込
み
三
時
十
分

前 
神
社
前
て
て
打
ち
込
み 
終
う　

早
速
八
拂

を
行
な
ひ　

昨
日
の
申
し
合
せ
の
様
に
多
数
特
別

会
員
の
参
加
か
あ
つ
た　
　

そ
の
頃
よ
り
雨
か
降
り
だ

し
て
来
た　
　
　

そ
れ
が
終
つ
た
の
か
六
時

夜　

村
芝
居
か
あ
つ
て
て
皆
ん
な
疲
か
れ
た
体
で
見
て
い

た
　
　
　
　
　

就
寝
十
二
時

※
以
下
は
鹿
島
踊
に
関
係
す
る
記
事
で
は
な
い
が
、
青
年
会
入
会
に
関
し
て
の
様
子
が
う

か
が
え
る
記
事
で
あ
る
た
め
掲
載
す
る
。

拾
壱
月 
拾
日　
　
　

火
曜
日

　
　
　

天
候
雨
曇　

起
床
五
時

（
前
略
）

◎
夜
役
員
會
開
催 
廣
枝
豪
之
助
さ
ん
が
青
年
会
に

　

入
會
さ
し
て
も
ら
ひ
た
い
と
親
分
岩
本
兵
右
ヱ
門
氏
に
依
賴
し
て

　

申
し
込
ん
で
来
た
の
で
入
會
を
認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
前
の

　

例
に
總
會
で
協
議
せ
ず
と
も
當
人
に
異
義
な
き
場
合
は
役
員

　

並
び
評
議
員
で
決
定
入
會
さ
せ
る
事
の
出
来
る
事
に
て
今
晩

　

は
當
人
に
異
義
な
き
上
入
會
を
認
め
る
事
に
し
明
晩
評
議

　

員
會
を
開
い
て
一
般
會
員
を
集
合
さ
せ
ず
と
も
承
認
を
得

　

て
本
人
を
入
會
さ
せ
る
事
に
決
定
し
た
尚
普
通
な
ら
月
々
の

　

講
話
會
等
を
利
用
し
て
會
員
の
集
合
し
て
居
る
時
入
會

　

さ
せ
る
の
が
本
當
だ
が
毎
年
暮
に
は
講
話
會
を
せ
ぬ
の
で
集

　

會
開
久
べ
き
だ
が
蜜
柑
が
忙
し
い
時
季
に
て
役
員
評
議
員
の

　

承
認
の
上
入
會
さ
せ
る
事
と
決
定
閉
會
し
た

　

組
合
に
夜
業
が
あ
り
會
場
内
は
全
久
小
勢
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝　

九
時

拾
壱
月 
十
一
日　
　
　
　

水
曜
日

　
　
　

天
候
曇　
　
　
　
　

起
床
五
時

（
前
略
）

夜 
評
議
員
會
を
開
久
昨
晩
決
定
の
廣
枝
豪
之
助

氏
入
會
の
件
入
會
は
昨
晩
の
役
員
會
に
於
て
認
め

て
居
る
の
で
今
晩
評
議
員
に
承
認
し
て
も
ら
ふ
と
言
ふ
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事
に
な
つ
て
居
り
支
部
長
の
説
明
の
元
に
意

（

マ

マ

）
義
な
く

皆
の
承
諾
を
得
て 
名

（

マ

マ

）
儀
だ
け
の
入
會
を
終
え
て

す
る
事
に
し
や
が
て
一
般
會
員
に
は
明
年
の
總
會
を

も
つ
て
正
式
入
會
す
る
事
に
な
つ
た

亦
祝
酒
あ
り
岩
本
兵
右
ヱ
門
様
の
親
分
に
て
挨
拶

暇
（
マ
マ
）入

會
式
後
に
無
事
閉
會
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝　
　

十
時
半

昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年

五
月
六
日　
　
　
　
　

木
曜
日

　

天
候　
　
　

晴　
　
　

起
床　

五
時

今
晩
役
員
會
議
開
か
る　

協
議
事
項
は 
眞
鶴
の
社
司
よ
り 
鹿
嶋
踊
り
の
文
句
を
ほ
し
い

と
の

手
紙
が
来
た
の
で 
そ
れ
を
や
る
か
ど
う
か
の
事
で
有
っ
た 
結
果 
何
の
差
支
へ
も
な
か

ろ
う
か
ら

早
速
や
る
事
に
決
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝　
　

十
时

六
月
拾
五
日　
　
　

火
曜
日

　

天
候
曇
り
時
々
晴
間
ア
リ 
起
床　

五
時
半

（
前
略
）

十
時
よ
り
合
宿
で
は
祭
り
の
為
に
臨
時
批
判
批
■
会
を
開
久 
ソ
ロ
イ 
と 
ハ
チ
ハ
ラ
イ

乃
事
に
つ
い
て
色
々
と
話
し
会
ふ

（
後
略
）

六
月
拾
六
日　
　

水
曜
日

　

天
候　

は
れ
、
く
も
り　
　

起
床
五
时

（
前
略
）

だ
が
も
う 
何
だ
か 
お
祭
り
気
分
が
少
か
ら
ぬ 
雰
囲
気
を

か
も
し
出
し
て
い
る
様
だ　
　

お
祭
り
に
な
り
そ
う
奈 
気
配
い
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝　
　

十
时

六
月
拾
七
日　
　
　

木
曜
日

　

天
候　

雨　
　

起
床　

六
时
半

（
前
略
）

だ
が
床
に
入
る
頃
に
奈
る
と
す
る
は
〱
頭
の
髪
の
長
い
奴
ば
か
り

そ
し
て
桃
色
の
話 
お
祭
り
の
話 
㐂
び
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
若
人
が

夜
の
更
く
る
の
も
知
ら
ず　

し
ゃ
べ
り
續
け
る 
そ
し
て
朝
眠
た
が
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝　

十
时
半

六
月
廿
四
日　
　
　
　

木
曜
日

　
　

天
気　

晴　
　
　
　
　
　

起
床　

四
时
五
十
分

お
ま
つ
り
気
分
が
み
奈
ぎ
っ
て 
會
場
も 
は
り
き
つ
て
い
る

（
後
略
）

六
月
廿
五
日　
　
　

金
曜
日
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天
候 
晴　
　
　
　
　 
起
床
五
时

今
晩
講
話
會
乍
ら
祭
典
の
總
會
が
開
か
れ
る　

講
話
會
の
时
に
は
郵
便
局
よ
り

二
名
簡
易
保
険
の
説
明
に
郵
便
局
か
ら
わ
ざ
〱
来
ら
れ
て
親
切

丁
寧
に
説
明
し
て
行
か
れ
た　

簡
易
保
険
は
国
家
の
為
自
分
の
為
社
会
の

為
の
で
有
る
故
に
こ
ぞ
っ
て
入
っ
て
頂
き
た
い
と
申
さ
れ
て
行
っ
た

そ
れ
よ
り　

講
話
會
は
時
間
の
関
係
上
ぬ
き
に
し
て 
何
时
も
の
例
の
祭
典
の

總
會
に
移
る　
　
　
　

記
録
は
左
記
の
如
し

１
．
今
年
の
祭
典
者　

大
祭
す
る
か
子
祭
に
す
る
か
と
支
部
長
が
案
を
出
す
と

　
　

通
常
會
員
は
即
刻
大
祭
り
し
て
頂
き
た
い
と
申
し
立
て
る

　
　

顧
問
さ
ん
も
特
別
會
員
側
も　

も
め
る
事
も
な
く
も
う
已
に
村
の
雰
囲
気

　
　

が
そ
こ
に
有
る
か
ら
と
言
ふ
の
で 
何
な
く
大
祭
す
る
事
に
決
定
し

　
　

後
日
の
村
の
議
員
會
に
支
部
長
に
會
員
の
總
意
を
主
張

　
　

頂
き
た
い
と
言
ふ
事
に 
決
定
す

２
．
祭
典
の
順
序
方
法
は
の
案
に
対
し
通
常
會
員
は 
十
三
日
宵
宮

　
　

拾
四
日
の
お
浜
下
り 
十
五
日
の
お
宮
入
り 
拾
六
日
の
午
前
中
ハ
チ
ハ
ラ
イ

　
　

午
後
よ
り
決
算
報
告
を
訴
へ
る　
　

之
に
対
し
特
別
會
員

　
　

は
拾
六
日
の
は
ち
は
ら
い
は
今
迄
餘
り
例
も
な
い
し
今
■
何
で
奈
っ
■

　
　

に　

十
五
日
に
し
ろ
と 
反
対
す　

結
局
通
常
會
員
が
折
れ
て

　
　

そ
れ
で
は
御
宮
入
り
を
少
し
早
く
し
て
も
ら
っ
て
十
五
日
に
は
ち
は
ら
い
を

　
　

す
る
事
に
決
し
た

３
．
次
に
拾
参
日
の
宵
宮
に
対
し
て
支
部
長
が　

大
祭
り
で
も
十
四
日
の
宵
宮

　
　

が
折
々
有
っ
た　

そ
れ
故
に
議
員
會
の
参
考
に　

そ
の
十
三
日
に

　
　

宵
宮
を
す
る
と
言
ふ
意
向
を
伺
ひ
た
い
と
申
し
述
べ
る
と
通
常

　
　 
會
員
は 
村
で 
拾
参
日
に
セ
ン
グ
ウ
祭
が
行
わ
れ
る
そ
し
て 
十
四
日
に
宵
宮
に
す

る

　
　

と
一
旦
こ
ヽ
で 
祭
典
が
き
れ
る
様
奈
感
が
す
る
で
ど
う
せ
大
祭
な
ら
ば
拾

　
　

参
か
ら
華
々
し
く
や
り
た
い
気
持
故
に
是
非
拾
参
に
お
願
ひ
す
る
事
を

　
　

申
し
上
げ
た　
　

結
局
村
で
拾
四
日
し
た
ら 
青
年
會
も
そ
れ
に
従
ふ

　
　

事
に
し
て
こ
の
問
題
は
終
っ
た

４
．
鹿
嶋
始
め
は 
拾
参 
七
月
一
日
か
ら
始
め
る
事
に
決
定
す

５
．
舟
積
み
は
今
迄
の
は
青
年
會
維
持
費
で　

之
か
ら
や
る
の
が
祭
典
の

　
　 
経
費
で
有
る
と　

支
部
長
に
説
明
さ
れ　

二
十
八
日
頃　

舟
が
入
り
ま
す
か
ら
そ
の

时

　
　

は
又
お
願
ひ
致
し
ま
す 
尚 
一
雙
新
し
く
舟
を
み
つ
か
へ
た
ら
■
■
を
し
て

　
　

頂
き
た
い
と
役
員
側
か
ら
言
わ
れ
て
全
會
員
納
得
す
る

６
．
皆
本
和
夫
さ
ん
が
お
ぢ
い
さ
ん
の
死
亡
に
つ
き
未
だ
そ
の
埋
葬
を
し
て
奈
い

　
　

も
の
で
す
か
ら 
席
に
は
つ
い
て
く
れ
る
が
御
輿
し
や 
鹿
嶋
踊
り
に
は
遠
慮

　
　

さ
し
て
も
た
い
た
い
と
言
わ
れ 
會
員
も 
そ
れ
を 
認
め
る

７
．
通
常
會
員
よ
り　

マ
ン
ド
ウ
の
事
を
ま
か
せ
て
も
ら
い
た
い
と
言
へ
ば

　
　

皆
そ
れ
を 
認
め
て
く
れ
何
の
理
由
も
奈
く 
通
常
会
員
が
引
き
受
け
る
事

　
　

に 
決
す

８
．
そ
ろ
い
の
事
に
つ
い
て
通
常
會
員
が　

之
も
一
切
を
ま
か
せ
て
頂
き
た
い

　
　

と
申
し
立
て
る
と　

役
員
並
び
特
別
會
員
が
未
だ
祭
典
の
大
小
と

　
　

言
ふ
事
は
決
定
し
た
も
の
で
は
奈
い
か
ら
そ
れ
は
未
だ
ま
か
せ
る
事
は
出
来

　
　

な
い
が 
大
祭
と
決
定
し
た
时
に
は 
責
任
を
も
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の

　
　

事
で　

決
ま
り
之
か
ら
ま
ん
ど
う
の
出
る
时
に
は 
そ
ろ
い
を
こ
し
ら
へ
て
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さ
し
つ
か
へ
な
い
事
に
決
め
て
置
く

９
．
例
年
の
如
く
七
日
目
に
は
少
し
位
の
雨
で
も
下
刈
を
す
る
事
に
す
る

　
　

こ
の
日
岩
本
丑
明
、
広
井
金
十
郎
、
■
山
義
郎
の
三
名
が

　
　

て
ん
こ
に
当
り
出
来
奈
い
腹
を
申
し
上
げ
る 
と
會
員
も
そ
れ
を
認
む

10

．
七
日
目
の
豫
算
は 
前
例
に
習
っ
て
行
く
事
に
し
て 
役
員
関
に
ま
か
せ
る

　
　

事
に
す　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　

そ
れ
で
總
會
は
終
っ
て
次
に　

岩
本
乙
吉
さ
ん
の
ム
コ　

岩
本
竹
次
郎

　
　

さ
ん
が
入
會
さ
れ
た　

親
分
は　

杉
本
清
兵
衛
さ
ん
で
有
る

　
　

例
の
如
き
型
で
入
會
も
何
な
く
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

終
り

　
　
　
　
　
　

就
寝　
　
　

十
二
時
半

六
月
廿
六
日　
　
　
　

土
曜
日

　
　

天
候　

晴　
　
　
　
　
　
　

起
床
五
时
二
十
分

何
處
へ
行
っ
て
も　

誰
に
會
っ
て
も
祭
典
の
話
し
で
も
ち
き
つ
て
い
る　

今
迄
に
奈
い
大

祭
り

が　

か
も
し
出
さ
れ
そ
う
だ 
人
通
り
の
さ
わ
ぎ
で
は
奈
い　

併
し
こ
ヽ
で
心
配
奈
の
は

経
費
の
點
だ　

青
年
會
の
役
員
も
頭
を
相
当
に
は 
痛
め
て
い
る
事
だ
ろ
う

親
の
心
子
知
ら
ず
で
會
員
は
そ
ん
な
事
に
と
ん
■
奈
い　

唯
の
は
り
き
り
様
で
は

奈
い　

今
晩
岩
本
兵
次 
宮
川
七 
加

英 
鈴
木
良
一 
内
田
鉄
雄
の
四
名
が

そ
ろ
い
を
見
っ
か
へ
に
行
っ
た　

や
っ
ぱ
り
た
い
し
た
物
が
奈
く 
帰
っ
て
来
た

尚
ま
ん
ど
う
を
出
し
て
し
ら
べ
た
り
し
て 
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝　
　

一
时
半

六
月
廿
七
日　
　
　

日
曜
日

　
　

天
候　

曇
り　
　
　

起
床　

五
時
拾
五
分

は
り
き
つ
て
い
る
祭
典
気
分
そ
ろ
い
も 
未
だ
き（

マ

マ

）

ま
ず　

あ
れ
が
よ
い　

之
が

よ
い 
等
と
す
つ
た
も
ん
だ
で 
い
る 
い
さ
ヽ
か
會
場
の
者
も
さ
じ
を
投
げ

気
味
で
有
る 
夜 
内
田
一
正　

岩
本
兵
次　

内
田
鉄
雄 
宮
川
七 
加

英

内
田
六
郎 
和
田
■
夫 
鈴
木
良
一
可゛　

小
田
原
へ
そ
ろ
い 
と
ま
ん
ど
う

の
話
し
会
ひ
に
行
く

　
　
　
　
　
　
　

就
寝　
　
　
　

十
二
时

六
月
廿
八
日　
　

月
曜
日

　

天
候　

雨　
　

起
床
六
时

（
前
略
）

會
場
で
は
そ
ろ
い
を
出
し
て
又
あ
れ
だ
こ
れ
だ
を
や
っ
て
い
る

結
局
∧
九
の
ば
ん
傘
の
反
物
に
決
定
し
た

幹
事
二
名 
小
田
原
へ
う
ち
は
の
■
子
を
し
奈
を
し
に

行
く　

広
井
㐂
■ 
■
■
■
■ 
内
田
六
郎
の
三
人
が

そ
ろ
い
を
■
し
に
行
く　

尚
六
时
の
汽
車
で
郵
便
局

か
ら
見
へ
保
険
を
も
つ
て
行
く

ま
ん
ど
う
の
ぬ
り
か
へ
に 
灯

（

マ

マ

）
提
屋
を
つ
れ
て
く
る

ま
ア
大
体
の
事
は
決
ま
つ
た

　
　
　

就
寝　
　

十
一
时
半
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六
月
廿
九
日　
　
　

火
曜
日

　

天
候　

雨
く
も
り　
　
　

起
床
五
时
半

今
晩
マ
ン
ド
ウ
を
み
の
自
動
車
を
頼
ん
で
小
田
原
へ
も
つ
て
い
つ
た

幹
事
二
名
と
矢
子
純
輔　

杉
本
傳
造
と
あ
い
た
外
の
者
は

皆
行
っ
て
し
ま
っ
た 
そ
ろ
い
も 
つ
い
で 
に 
■
し
又
き
め
て
く
る

評
議
員
會
を
開
ら
く

問
題
は
矢
子
博
君
が
家
庭
の
事

（

マ

マ

）
上
で
七
日
目
に
青
年
會
に

入
會
す
る
事
に
な
っ
た　

で
七
日
目
か
ら
に
鹿
嶋
お
ど
り
を
踊
り
た
い
か
ら

一
日
か
ら
お
し
へ
て
も
ら
い
た
い
と
の
事
だ
つ
た　

評
議
員
間
で
之
を

認
め　

顧
問
さ
ん
の
處
へ
承
認
し
て
も
ら
ふ　

そ
れ
だ
希
で
有
つ
た

（
後
略
）

六
月
卅
日　
　
　
　

水
曜
日

　
　

天
候
雨　
　
　
　
　
　

起
床　

六
时
半

今
晩
わ
青
年
会
合
宿
舎
で
月
末
の
■
■
会
を
や
る

祭
典
の
八
拂
の
行
動
や
其
の
他
の
事
を
議
す

（
後
略
）

七
月
一
日　
　
　
　

木
曜
日

　
　

天
候 
雨　
　
　

起
床　

七
时

今
日
か
ら 
鹿
嶋 
始
め
で
中
老
の
心
も
皆
よ
く 
始
め
だ
希
に
来
て

く
れ
た　

朝　

役
員
會
議
を
開
く　

事
項
は　

岩
本
竹
次
郞

さ
ん
が　

つ
と
め
の
関
係
上
鹿
嶋
お
ど
り
が
や
め
ら
れ
た
ら
止
め
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
の
事
で
有
っ
た 
結
局
来
ら
れ
る
限
り
は

一
时
間
で
も
い
ヽ
か
ら
一
ば
ん
お
き
に
習
い
に
来
て
貰
ふ
様
に
と

回
答
し
て
お
い
た

（
後
略
）

七
月
参
日　
　
　
　
　
　

圡
曜
日

　
　

天
候 
晴
曇　
　
　
　

起
床
五
时
十
分
前

（
前
略
）

鹿
嶋
踊
り
も
大
分
熱
が
乘
つ
て
来
た

　
　
　
　
　
　
　

就
寢　

十
一
时
半

七
月
四
日　
　
　

日
曜
日

　
　

天
候　

晴　
　
　

起
床　

五
時

（
前
略
）

鹿
嶋
踊
り
も
明
日
一
晩
で 
一
き
り
だ 
皆
一
生
懸
命
に

な
っ
て
や
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　

就
寢　
　

十
一
時
半

七
月
五
日　
　
　

月
曜
日

　
　

天
候　

晴　
　

起
床
五
時

（
前
略
）

鹿
島
踊
り
も
今
晩
だ
希
で
有
る
の
で 
仲
々
熱
心
に
夜
遲
く
迠
や
っ
て
い
た

（
後
略
）
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七
月
六
日　
　
　
　

火
曜
日

　

天
候　

晴
曇　
　
　
　

起
床　

四
时
半

珍
ら
し
く
七
ヶ
日
乃
宵
宮
に
天
候
だ
っ
た
晝
間
蛙
子
の
下
刈
り
を
し
三
时
頃
に
は
終
っ
た

新
上
士
は
午
後
山
を
下
っ
て
鹿
嶋
踊
り
の
飾
り
付
希
■
■
す
る

（
中
略
）

雑
題

支
部
長
が
青
年
會
乃
總
意
は
拾
参
日
宵
宮
で 
拾
四
日
の
お
浜
り
お
り

拾
五
日
の
お
宮
入
り 
つ
ヾ
い
て
ハ
チ
ハ
ラ
イ
乃
積
り
で
有
っ
た
が
村
と
の
関
係

上
（
村
で
は
氏
神
様
の
せ
ん
ぐ
う
式
が
拾
参
に
有
り
■
神
楽
芝
居
が
有
る
）
■
）

そ
れ
ら
が
終
っ
て
か
ら
宵
宮
の
支
度
も
困
難
奈
事
で
有
る
し

す
る
事
で
有
る
か
ら 
宵
宮
を
奈
く
し
て
拾
四
日
に
お
は
ま
お
り 
を
し

拾
五
日
に
一
日
中
ね
っ
て
お
宮
入
り
を
し
拾
六
日
乃
午
前
中
ハ
チ
ハ
ラ
イ

を
し
そ
れ
よ
り
勘
定
日
と
し
た　

之
に
皆
賛
成
を
す
る

（
中
略
）

續
い
て 
米
神
支
部
か
ら
祭
典
の
招
待
状
が
来
た
か
ら
■
か
ら
も

米
神
や
各
支
部
へ
招
待
状
を
出
す
か
ど
う
か
の
問
題
に
つ
き

広
井
金
十
郎
さ
ん
が
そ
う
し
た
事
は　

こ
っ
ち
で
幾
ら
招
待
状
を
も
ら
っ
て
も

行
か
奈
い
の
と
同
じ
様
に
他
支
部
で
も
太
い
が
い
来
奈
い
だ
ろ
う
か
ら

そ
れ
で
は
た
ヾ
ケ
イ
シ
キ
に
ば
か
り
奈
っ
て
意
味
を
奈
さ
な
い
か
ら
こ
ヽ
で

決
め
る
よ
り
も
理
事
に
ま
わ
し
た
方
が
よ
か
ろ
う 
そ
れ
か
ら
の
事
に
し
て

は
ど
う
か
と 
言
わ
れ
皆
そ
れ
に
同
意
し
た
の
で
こ
の
問
題
は
理
事

會
迄
一
时
預
け
る
事
に
し
て
お
く

次
に
岩
本
竹
次
さ
ん
が
鉄
道
へ
務
め
の
関
係
か
ら
し
て 
鹿
嶋
お
ど
り

も
餘
り
習
ひ
来
ら
ず
未
だ
お
ど
れ
奈
い
か
ら
こ
の
七
日
間
か
し
ま
お
ど
り
を

遠
慮
さ
し
て
も
ら
い
た
い
と
申
し
出
で
が
有
り
皆
お
ど
れ
奈
い
も
の
を

お
ど
れ
と
言
っ
て
も 
仕
方
が
奈
い
か
ら
極
力
奈
ら
ひ
来
て
貰
ふ
事

に
し
て
承
知
す
る

内
田
六
郎
和
田
■
夫
の
二
名
が
足
が
い
た
く
て
お
し
つ
こ
が
出
来
奈
い

か
ら
の
申
し
出
で
に 
対
し
て 
之
も
止
む
を
得
奈
か
ら
う
と
の
事
で

承
認
す
る

皆
本
和
夫
古
沢
次
郞
森
本
㐂
■
の
三
名 
未
だ
不
幸
を

食
っ
て
月
数
が
た
ヽ
奈
い
故
に
か
し
ま
踊
り
を
遠
慮
さ
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
事
で 
之
も
皆
承
認
す
る　
　

以
上

　
　

酒 
宴

（
中
略
）
拾
■
时
半
頃 
鹿
嶋
う
ち
こ
み
の
答
礼
に
よ
っ
て
鹿
し
ま
を
打
ち
こ
む

（
答
礼
は
年
寄
連
か
ら
二
度　

青
年
會
か
ら
二
度
だ
っ
た
）

今
年
は
何
の
も
め
事
も
奈
く
し
ご
く
順
調
に
運
ば
れ
た

（
後
略
）

七
月
七
日　
　
　
　

水
曜
日

　
　

天
候
晴　
　
　
　

起
床 
六
时
半

（
前
略
）
夜
は
鹿
嶋
お
ど
り
を
や
ら
奈
い
と
言
っ
て

や
ら
奈
い
積
り
で
い
た
が
支
部
長
が
来
て 
七
ヶ
日
に
休
ん
だ
事
は
な
い
と
言
ふ

の
で
八
时
頃
お
く
り
出
し
て 
特
別
会
員
や
通
常
会
員
を

ふ
れ
て
一
通
り
や
っ
て
し
ま
っ
た　

直 
小
若
士
に
ま
ん
ど
の
ふ
り
方
を

中
老
が
教
へ
た
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就
寢　
　

十
一
时

七
月
八
日　
　
　
　
　
　

木
曜
日

　

天
候 
晴　
　
　
　
　
　

起
床　

五
时
十
分

今
日
は
祭
典
乃
そ
ろ
い
の
總
出
を
（
神
崎
■
次
氏
の
）
人
貟
拾
七
名
四
时
頃
終
る

（
中
略
）

か
し
ま
お
ど
り
も
大
分
熱
が
の
つ
て
来
て
い
る

　
　
　
　
　
　

就
寢　

十
一
时

七
月
拾
日　
　
　
　
　

土
曜
日　
　
　

晴　
　
　
　

五
时
十
分
す
ぎ

（
前
略
）
た
い
こ
を 
一
つ
買
っ
て
く
る

村
で
集
會
が
有
っ
た
の
で
鹿
嶋
踊
り
も
餘
り
ふ
る
は
奈
か
っ
た

七
月
拾
壱
日　
　
　

日
曜
日　
　

五
时　
　
　

く
も
り

今
晩 
祭
典
乃
豫
算
を
組
む　

昭
和
九
年
の
を
基
本
に
だ
い
た
い
そ
れ
に
順

（
マ
マ
）じ

て

予
算
を
作
っ
て
い
た

（
後
略
）

七
月
拾
弐
日　
　

月
曜
日　
　
　
　

晴

本
日
會
場
の
前
に
ア
ー
チ
を
作
っ
た
り
神
風
号
を
作
っ
た
り
藁
人
形

大
砲
等
を
作
っ
て
祭
典
の
か
ざ
り
付
け
を
す
る

こ
ん
奈 
大
じ
か
け
奈
祭
典
は
恐
ら
く
二
度
と
見
ら
れ
奈
い
で
有
ろ
う

全
く
美
と 
大
仕
掛
け
そ
の
も
の
で
有
っ
た

役
貟
は
簿
記
を
調
査
す
る

夕
方
八
时
頃
か
ら
氏
神
様
の
せ
ん
宮グ

ウ

し
き
が
行
わ
れ
會
塲
の
者
は

か
ヾ
り
日

（
マ
マ
）を

た
き
に
出
た　

そ
の
模
様
は
先
づ　

は
を
り
は
か
ま
に
白
足
袋

の
身
装
で 
總
代
の
内
よ
り 
列
に
奈
っ
て
で
ヾ
来
神
主
を
先
頭
に

招
待
客
村
民
達
と
鳥
居
を
く
ヾ
り　

広
塲
に
整
列
す
る

こ
の
时
か
ヾ
り
日

（
マ
マ
）は 

上
段
に
一
ヶ
所 
下
段
の
広
塲
に
二
ば
所
道
の

両
側
で
と
ん
〱
と
た
く

天
皇
様
の
社
よ
り
御
鬼

（
マ
マ
）を

出
し
て
本
殿
に
う
つ
し
か
へ
る

こ
の
时
一
同 
頭
を
下
げ
る 
や
が
て
そ
の
式
も
終
っ
て
御
酒
と

ご
っ
く
を
分
ち
与
へ
て
閉
式
と
し
た

时
に
九
时
半　

幾
年
ぶ
り
で
こ
う
し
た
事
に
出
会
ふ
か

と
に
角
ま
れ
奈
こ
の
ぎ
し
き
た
ま
に
見
た
吾
に
は
一
種
異
様
の

侵
し
が
た
い
尊
厳
に
う
た
れ
た

　
　
　
　
　

就
寢　

十
时
半

七
月
拾
参
日　
　
　

火
曜
日　
　

曇　
　
　

五
时

午
前
中
鹿
島
お
ど
り
の
道
具
を
作
る　

村
で
は　

せ（

マ

マ

）

ぐ
う
し
き
の

ふ
る
ま
い
が
有
つ
た
（
午
前
十
时
よ
り
）
十
二
时
頃
小
田
原
の
目
■
■

で
ま
ん
ど
う
を
と
り
に
行
く 
つ
い
で
に
買
物
も
し
て
く
る

ま
ん
ど
う
は 
思
っ
た
よ
り
立
派
に
出
来
て
い
た

酒
匂
で
く
み
た
て
ヽ
も
っ
て
来
て
一
晩
組
合
の
作
業
倉

に
し
ま
っ
て
お
く　

村
で
芝
居
を
や
つ
て
い
た
■
■
■

ま
ん
ど
う
の
組
立
は 
波
を
今
迄
の
よ
り
大（

マ

マ

）

き
し
て
四
本
と
し
た
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ぼ
た
ん
の
花
は
二
十
四
五
本
で
そ
れ
に
つ
い
た
花
が

赤
紫　

赤
白
の
ま
じ
り
■
二
色
で
数
は
六
十
近
く
有
っ
た

夜
七
时
半
頃
か
へ
っ
て
来
た
の
で
そ
の
ま
ヽ
に
し
皆
明
日
の
朝

や
る
事
に
し
た 
尚 
處
女
会
二
名
と
お
ば
さ
ん
二
人
を

頼
ん
だ

　
　
　

就
寢　
　
　

十
二
时

七
月
拾
四
日　
　

水
曜
日　
　
　

雨　
　
　

四
时
半

祭
典
記
録

午
前
十
时
に
始
め
る
予
定
で
有
っ
た
が　

の
び
〱
に
奈
っ
て 
十
一
时
半

に
な
っ
て
し
ま
つ
た

例
に
よ
っ
て　

次
㐧
書
に 
従
ふ

一
．
支
部
長 
副
支
部
長　

顧
問
消
防
小
頭
の
挨
拶

　
　

か
ら
始
ま
っ
た

　
　

雑
題
に
入
る
前
に 
年
寄
連
か
ら
答
礼
が
来
た

　
　

鹿
嶋
始
め
を 
一
时
頃
に
し
て
貰
ひ
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
何
分

　
　

お
願
申
し
ま
す
と
の
事
だ
っ
た

　
　

理
事
が
中
老
に
答
礼
に
行
く

　
　

（
中
略
）

　
　

酒
宴
の
最
中
年
寄
連
か
ら
答
礼
が
来
る

　
　

中
老
か
ら
三
度　

酒
宴
も
た
け
奈
わ
に
な
っ
て
一
时
半

　
　

頃
中
老
よ
り
鹿
嶋
打
ち
こ
み
の
使
ひ
が
来
て
鹿
嶋
を

　
　

打
ち
こ
む

　
　

あ
い
に
く
の
雨
の
為 
セ
ッ
カ
ク
装
飾
し
た
萬
燈
も
だ
い
奈
し

　
　

に
こ
は
れ
て
し
ま
つ
た 
四
时
半
頃 
お
濱
お
り
も
す
ん
で 
す
ぐ
に

　
　

通
常
会
貟
達
は
へ
ぐ
し
や
三
役
の
道
具
の
か
ざ
り
つ
け
を

　
　

特
別
会
貟
は
萬
燈
の
■
■
秀
に

　
　

二
三
の
合
宿
■
の
頭
と
役
貟
一
名
が 
酒
匂
に
徹
夜
で

　
　

花
を
こ
し
ら
へ
に
行
く
（
五
时
五
十
四
分
で
行
き　

七
时
五
分
で
帰
る
）

　
　

ぼ
た
ん
ば
奈
を
弐
拾　

だ
し
花
の
紙
だ
希
を
買
っ
て
く
る

　
　

そ
れ
よ
り
處
女
會
を
頼
ん
で
通
常
会
員
總
出
で
作
る

　
　

残
っ
た
者
は 
大
雨
の
為
ま
ん
ど
う
を
見
は
り
に
行
く

　
　

六
人
ば
か
り
で
有
っ
た 
酒
や
魚
を
も
つ
て
い
つ
て
唄
ひ
さ
わ
い
だ

　
　

十
时
半
頃
す
べ
て
を
老
人
連
の
頭
に
お
た
の
申
し
て
會
場
へ
帰

　
　

つ
て
来
る 
大
分
夜
更
希
迄 
か
ヽ
っ
て 
作
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
寢　

十
一
时
半

七
月
拾
五
日　
　
　

木
曜
日

　
　

天
候
雨
く
も
り 
起
床　

五
时

（
前
略
）

酒
宴
に
移
る
前
に
中
老
か
ら
答
礼
が
来
た

酒
宴
も
大
分
酔
が
ま
わ
っ
て
く
る
頃 
十
二
时
一
时
す
ぎ
た
頃

鹿
嶋
始
め
の
答
礼
が
来
て 
か
し
ま
を
打
ち
こ
む

お
釋
加

（
マ
マ
）様

か
ら
ね
り
登
っ
て
来
た
仲

（

マ

マ

）
々
し
つ
か
り
し
た 
年
寄
連
の

輿
に
は
青
年
も 
た
へ
ず 
お
さ
れ
気
味
で
有
つ
た

六
时
頃
入
り
終
っ
て 
め（

マ

マ

）

だ
た
く
總
代
の
萬

（

マ

マ

）
才 
三
唱
と
共
に
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本
年
度
の
大
祭
を
つ
ヽ
が
奈
く
終
了
す
る
事
が
出
来
た

そ
れ
よ
り
万
燈
を
青
年
の
宿
迄
お
く
り
中
老
氏
の

挨
拶
が
終
り
再
び
中
老
氏
を
宿
迄
送
り
届
け

支
部
長
の
御
礼
の
挨
拶
に
終
っ
た

夜
何
か
茶
番
の
様
奈
も
の
を
頼
ん
で
組
合
の
倉
庫
で

催
す
事
に
奈
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
の
支
度
を 
す
ぐ
に
そ
の
足
で

入
つ
て
作
る

こ
ヽ
に
本
日
の
大
祭
を
目
出
度
く
終
了
す

　
　

就
寢　

十
一
时

七
月
拾
六
日　
　

金
曜
日

　
　

天
候　
　
　
　

起
床

（
前
略
）
次
に
祭
典
七
ヶ
日
の
決
算
報
告 
之
も
無
事
に

通
っ
て 
青
年
前
半
期
の
事
業
報
告　

防
火
■
の
皮
む
き

舟
積
み
總
出 
半
分
を
祭
典
経
費
半
分
を
い
じ
ひ
に
ま
わ
す

（
中
略
）

雑
題

現
在
い
じ
ひ
に
相
当
困
窮
し
て
い
る
の
で
萬
燈
を
出
し
た
年
は

祝
儀
を
全
部
い
じ
ひ
に
ま
は
志
た
い
と
言
ふ
案
が
出
た

役
貟
が
相
当
こ
ん
窮
の
結
果
こ
う
し
た
案
が
出
た
の
だ

ま
ん
ど
う
の
出
奈
い
年
は
い
つ
も
の
様
に
修
繕
費
と
し
て
組
立
て

て
お
く
事
に
す
る 
会
員
も
之
の
案
に
大
賛
成
を
し

決
定
す

（
中
略
）

消
防
小
頭
（
広
梅
）
さ
ん
が
祭
典
に
一
寸
感
じ
た
事
を

進
言
し
た
い
と
言
つ
て　

一
つ
の
案
を
出
さ
れ
た
そ
れ
は

年
が
来
か
ら
中
老
へ
ぬ
け
年
よ
り
へ
ぬ
け
て
行
く
と
言
ふ

現
在
の
や
り
方
で
は　

青
年
の
特
別
會
員
が
非
常
に

少
奈
く
中
老
や
年
寄
ば
か
り
だ
■
っ
て
し
ま
ふ
と

言
ふ
事
に
な
る　
　

も
し
こ
ん
な
事
は
奈
か
ろ
う
が

む
し
ろ
こ
の
際 
青
年
が
も
し
万
燈
を
の
つ
き
■
た
ら

■
■
■
に
よ
つ
て
る
事
で
有
る
か
ら　

つ
の
を
出
し
て

争
ひ
合
ふ
様
奈
事
に
奈
り
は
し
奈
い
か
と
思
ふ

切
に
特
別
会
員
の
定
年
限
を
一
考
し
て
見
た
ら

ど
う
か
と
言
わ
れ
た

尚
そ
れ
に
つ
け
加
へ
て
顧
問
さ
ん
が
そ
ん
奈
関
係
上
楽
し
か
る

べ
き
祭
典
を
い
さ
か
ひ
の
内
に
終
ら
し
て
し
ま
は
奈
け
れ
ば

奈
ら
奈
い 
且
つ
て
も
例
が
奈
い
事
で
は
奈
い
し
す
る
故
に

■
こ
う
し
た
問
題
は
且
つ
會
員
内
で
も
お
き
た
事
が

有
っ
た
が
こ
の
度
は
消
防
小
頭
顧
問
さ
ん
か
ら
出
た
の
で

特
別
通
常
の
両
會
員
が
協
議
し
て
貰
ひ
た
い
と
支
部
長

が
申
さ
れ
た
の
で 
尚
こ
う
し
た
問
題
は
通
常
會
員
が

大
体
主
で
決
め
て
頂
い
た
方
が
よ
か
ろ
う
と
言
ふ
の
で
通
常

會
員
が
よ
つ
て
協
議
す
る　
　

協
議
の
結
果

こ
ヽ
五
六
年
間
特
別
會
員
が
並
び
通
常
會
員
の

主
だ
っ
た
者
が
激
減
し
て
行
く
の
で 
有
り
ま
す
■
■
規
定
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即
會
員
と
し
て
ふ
み
と
ヾ
ま
つ
て 
頂
き
た
■
決
定
す
る

尚
顧
問
さ
ん
が
口
を
入
れ
て
前
例
も
有
る
し
事
で
す

か
ら 
記
録
を
た
ど
つ
て
特
別
會
員
に
納
得
し
て

頂
く
事
に
す
る

そ
れ
に
対
し
特
別
會
員
が
よ
つ
て
協
議
す
る

協
議
の
結
果

お
祭
り
會
員
と
し
て
頂
き
た
い
と 
後
は
い
つ
も
の
如
く

満
三
十
才
で
ぬ
け
て 
た
ヾ
お
祭
り
だ
け
青
年

會
員
と
し
て
留
ま
る
そ
し
て
祭
典
の
總
出
に
は

出
る
事
に
し
て
お
く 
年
限
は
三
十
三
才
の
お
祭
り

迄 
之
に
対
し
何
分
お
願
ひ
致
し
ま
す
と
通
常

會
員
も
決
定
す

（
後
略
）

七
月
廿
壱
日　
　

晴　
　
　

五
时
十
分
す
ぎ

祭
り
が
終
へ
た
後
の
合
宿
舎
は
ま
る
で
火
の
消
へ
た
様
子

（
後
略
）

昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年

該
当
記
事
な
し

昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年

七
月
六
日
天
候
晴　

起
床 
六
時

（
前
略
）

五
時
頃
ま
で
鹿
島
の
道
具
を
つ
く
る

六
時
か
ら
天
王
様
の
祭
典
式
を
す
る

初
に
國
民
議

（

マ

マ

）
礼
を
し
部
長
複

（
マ
マ
）部

長

顧
問
さ
ん
の
挨
拶
が
有
り　

つ
づ
い
て
雑
談
に

移
る

雑
談
を
し
て
鹿
島
初

（
マ
マ
）の

件

明
日
の
鹿
島
初
は
七
日
の
夜
か
ら
初

（

マ

マ

）
る
は

ず
で
有
っ
た
か
明
日
ま
ん
か
あ
ら
い
で
有
る
か
ら

八
日
か
ら
初
る
事
と
な
る

（
後
略
）

七
月
七
日 
天
候
晴 
起
床 
七
時

（
前
略
）

夜
（

マ

マ

）
る
は
中
老
の
と
こ
ろ
え
明
夜
の
鹿
島

初
を
ふ
れ
に
行
く　
　
　
　

就
寝 
九
時
半

七
月
八
日
天
候
晴　
　
　

起
床　
　

五
時

（
前
略
）
夜
る
は
鹿
島
を
練
習
す
る

（
後
略
）

七
月
九
日
天
候
晴　
　
　
　
　

起
床　

五
時

（
前
略
）
夜
る
は
鹿
島
の
練
習
す
る 
就
寝
十
一
時
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七
月
十
二
日　

天
候
晴　

起
床　

五
時

（
前
略
）
夜
る
は
鹿
島
の
練
習
を
す
る 
就
寝
十
一
時

七
月
十
三
日 
天
候
晴 
起
床 
五
時

（
前
略
）

明
日
は
夜
宮
で
有
る
の
で
今
夜
一
夜

み
つ
ち
り
鹿
島
の
練
習
を
す
る　

就
寝
十
一
時

明
日
の
予
算
を
く
む

七
月
十
四
日
天
候
晴
起
床 
五
時

今
日
は
晝
前
祭
り
の
買
出
し
に
行
く

午
後
か
ら
鹿
島
の
動

（

マ

マ

）
具
を
つ
く
る
夜
る
は
八
時

■
り 
夜
宮
祭
を
初
る 
初
に
國
民
儀
礼
及
び

部
長
複
部
長
顧
問
の
挨
拶
が
有
り
繼
き
に
雑
談

に
移
る
（
中
略
）

一
通
常
会
員
の
意
見
と
し
て
会
員
が
す
く
な

い
の
で
部
長
以
下
羽
織
を
ぬ
い
で
鹿
島
を

踊
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
意
見
に
対
し
踊
る
事

に
決
定
す
る
（
後
略
）

七
月
十
五
日
天
候
晴
起
床 
六
時

（
前
略
）
通
常
会
員
よ
り
会
員
が
少
な
い
の
で
部
長
以
下
羽
織
を
ぬ
く
事
に
し
て
も
ら
う

鹿
島
も
無
事
に
す
み
八
拂
い
に
行
く 
就
寝
十
一
時

七
月
十
七
日
晴　
　
　

起
床　

七
時

（
前
略
）

青
年
の
者
は 
ほ
ね
休
め
す
る

（
後
略
）

昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年

六
月
二
十
五
日　

晴　
　
　
　

起
床
五
時

（
前
略
）

事
項
（
祭
典
總
会
）

一
．
祭
典
實
施
方
法　
　

居
祭
と 
決
定

一
．
鹿
島
踊
り
の
日
時　

七
日
よ
り
と 
決
定

（
後
略
）

六
月
二
十
六
日　
　

晴　
　
　
　
　

起
床 
五
時

夜
八
時
半
よ
り 
村
の
祭
典
集
会
あ
り 
部
長
以
下
四
名
出
席
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝 
九
時
三
十
分

六
月
三
十
日　

曇　
　
　
　

起
床 
五
時

八
時
半
よ
り
役
員
会
あ
り　

■
事
項

（
中
略
）

一
．
祭
典
ノ
件　
　

居
祭
と
決
定
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以
上　
　
　
　
　
　

就
寝　

十
時

七
月
一
日　

天
候 
曇 
起
床　

五
時

祭
典
の
鹿
島
踊
り
の
練
習
を
非
公
式
に
会
場
内
に

行
ふ　

青
年
団
員
の
み
な
り

　
　
　
　

就
寝
十
時
三
十
分

七
月
二
日　
　

天
候 
曇
・
晴　

起
床
五
時

鹿
島
踊
り
練
習　
　

十
時
迠
行
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝 
十
時
三
十
分

七
月
三
日　
　

曇
後
雨　

起
床 
五
時

鹿
島
踊
り
練
習
を
行
ふ

　
　
　
　
　
　
　

就
寝
十
一
時

七
月
四
日　
　

雨　
　
　

起
床 
六
時
三
十
分

豪
雨
と
な
り 
朝
よ
り
晩
ま
で
降
り
続
く

鹿
島
踊
り
練
習

六
日
の
總
出
の
人
割
を
作
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝 
十
一
時

七
月
五
日　

雨　
　
　
　
　
　

起
床　

五
時

鹿
島
踊
り
の
練
習
を
行
ふ　

明
日
の
人
割
を
布
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝　

十
一
時

七
月
六
日　
　
　

曇　
　
　
　

起
床
五
時

總
出
の
仕
事　

青
年
所
有
林 
牧
谷
の
下
刈
・
■
焼
野
の

つ
る
き
り
・
堆
費
肥
運
搬
・
道
場
清
掃
・
天
王
様
夜
宮

祭
り
の
し
た
く
・
牧
谷
の
下
刈
は
早
く
終
り
漁
業
の
松
林
の

下
刈
を
行
へ
り

集
合
八
時 
都
合
に
よ
り

八
時
半
よ
り　

天
王
様
夜
宮
祭
り

次
第
書
に
依
り

（
中
略
）

一
．
通
常
会
員
よ
り
鹿
島
踊
り
の
人
員
少
な
き
為

　
　

審
議
員
に
羽
織
を
ぬ
い
で
も
ら
い
た
い
と
の
意
を
承
諾
す

酒
宴
に
移
り

十
時
鹿
島
を
打
ち
込
む

七
月
七
日　

晴　
　
　

起
床　

六
時

本
日
マ
ン
ガ
洗
ヒ
な
り　
　

故
に
鹿
島
踊
り
始
め
は

明
晩
と
す

中
老
と
鹿
島
始
め
の
旨
御
願
ひ
に
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝
十
時

七
月
八
日　

晴　
　
　

起
床　

五
時
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（
前
略
）

夜
鹿
島
を
神
社
に
て
行
ふ
（
後
略
）

七
月
九
日　

晴　
　
　

起
床　

五
時

鹿
島
踊
り
を
行
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝 
十
一
時

七
月
十
日　

晴　
　
　

起
床
五
時

夜
鹿
島
踊
り
を
行
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝　

十
一
時

七
月
十
一
日　

晴　
　

起
床　

五
時

夜
鹿
島
踊
り
を
行
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝　

十
一
時

七
月
十
二
日　

晴　
　

起
床　

四
時
半

夜
鹿
島
踊
り
を
行
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝　

十
一
時

七
月
十
三
日　
　

晴　

起
床
四
時
三
十
分

（
前
略
）

夜
鹿
島
踊
り
を
一
度
そ
ろ
へ
て

定
期
の
祭
典
豫
算
總
会
を
開
く

（
中
老
へ
の
団
扇
、
草
り
は

　

な
け
れ
ば
な
く
と
も
良
い
が

　

草
り
は
こ
し
へ
つ
く
者
だ
け
の

　

分
十
足
だ
け
は
何
と
か
し

　

て
呉
れ
と
の
話
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　

就
寝　
　

十
一
時

七
月
十
四
日　

晴　
　

起
床　

五
時　

本
日
寺
山
神
社
夜
宮
祭
り
な
り

朝
二
人 
江
の
浦
へ
魚
を
も
ら
ひ
に
行
く

部
長
審
議
員 
幹
事 
小
若
衆 
各
一
人
づ
つ
四
人 
小
田
原
へ
買
ひ

出
し
に
行
く　
　

他
の
者
は
の
こ
り
て
種
々
の
仕
度
を
す
る

集
合
時
間 
七
時
三
十
分
な
れ
ど
も
少
し
遅
れ
る

國
民
議
礼
・
部
長
・
副
部
長
・
顧
問
の
挨
拶
あ
り

雑
題
に
移
る　
　

前
夜
決
め
た
、
中
老
へ
の
団
扇
・
草
鞋
は

遠
慮
し
て
も
ら
う
事
に
つ
い
て
、
中
老
の
間
に
於
い
て
は
意
見
の

一
致
を
見
な
い
と
の
事
を
聞
き 
役
員
間
に
於
い
て
相
談
し

団
扇
・
草
鞋
を
買
っ
て
中
老
へ
渡
し
た
事
に
つ
い
て 
一
般
の

承
諾
を
得
た
り

副
部
長
広
井
森
雄
、
親
類
に
不
幸
あ
っ
た
為

審
議
員
沼
田
武
雄
お
産
の
為　
　

共
に
お
宮
に
入
り
鹿
島
を
お
ど
る
事
を

遠
慮
し
て
も
ら
う
旨
承
諾
す

審
議
員
一
名
、
答
礼
と
し
て
お
宮
に
入
る
事
出
来
得
ぬ

為
指
名
に
て
矢
子
純
輔
を
代
理
と
な
す
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通
常
団
員
よ
り
お
宮
に
於
い
て
鹿
島
を
踊
る
時
に
は
審
議

員
に
羽
織
を
脱
い
て
も
ら
い
た
い
と
の 
話
あ
り
承
諾
す

こ
れ
は
祭
典
中　

次
第
書
に
依
り
酒
宴
に
移
る

鹿
島
踊
り
打
ち
込
み
十
時
な
り

こ
ゝ
に
夜
宮
祭
り
は
皆
元
気
■
発
の
中
に
無
事
終
了
せ
り

七
月
十
五
日　
　
　
　

晴
後
雨　
　
　
　

起
床
五
時
三
十
分

寺
山
神
社
祭
典
の
當
日
な
り

朝
三
人 
江
の
浦
に
魚
も
ら
ひ
に
行
く 
御
礼
と
し
て
事
ム
所
へ

酒
一
升
を
持
つ
て
行
く　

午
前
中
に
仕
度
を
す

集
合
時
間
十
二
時
三
十
分 
子
供
の
御
輿
が
容
易
に
出
ず

次
第
書
に
依
り
一
時
間
余
遅
れ
る

青
年
団
長
安
西
貞
一
も
出
席
す

次
第
書
に
依
り
始
め
に
国
民
儀
礼
・
各
役
員
挨
拶

雑
題
に
移
る
用
件
な
し 
直
ぐ
に
酒
宴
に
移
る

鹿
島
打
込
み
四
時
三
時
四
十
分
な
り　
　
　
　

終
了
後
八
払
ひ
に
歩
く

途
中
で
雨
に
会
ひ　 
折
角
の
化
粧
も
半
ば
は
げ　

ほ
う
〱

の
体
に
て
歸
る

夜 
組
合
二
階
に
て
芝
居
あ
り

七
月
十
六
日　

晴　

起
床
五
時
三
十
分

祭
典
勘
定
日
な
り

朝
江
ノ
浦
に
■
人
魚
を
も
ら
ひ
に
行
く

午
前
中 
決
算
を
行
ふ

（
中
略
）
七
ヶ
目
祭
典
経
費　
　

祭
典
経
費
・
報
告

あ
り　
　

前
年
通
り
八
払
ひ
の
経
費
御
祝
儀
は
萬
燈

積
立
金
と
し
て
定
期
貯
金
に
払
込
む
事
と
せ
り

（
中
略
）

盛
大
の
う
ち
に 
祭
典
の
三
日
間
は
無
事
に
終
了
せ
り

七
月
十
八
日　

晴　

起
床　

五
時

祭
典
後
で
皆
つ
か
れ
た
ら
し
い　

夜
も
早
く
寝
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
寝 
九
時
三
十
分

昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年

六
月
二
十
五
日　

曇
り 
起
床
五
時

夜
八
時
半
よ
り
定
期
總
会
、
会

（

マ

マ

）
催
せ
り

開
会
に
先
立
ち
役
員
会

漁
業
会
所
有
林
下
刈
を
維
持
費
出
に
て
行
ふ
事
と
す

入
団
者
稲
葉
武
義
あ
り 
祭
典
の
酒
の
心
配

總
会
事
項

　

一
．
祭
典
實
施
方
法 
時
局
が
ら
村
の
大
勢
に
基
き
行
ふ

　

一
．
鹿
島
始
め　

七
日
よ
り
始
め
る
事
と
す 
七
日
迄
合
宿
舎
内

　
　
　

で
非
公
式
に
練
習
す
べ
く
決
定
せ
り

　

一
．
維
持
費
總
出
の
件　

維
持
費
も
相
当
の
額
に
上
り

　
　
　

其
の
上
団
員
も
少
き
為
め
二
日
に
せ
り
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一
．
七
日
日
の
總
出
は
漁
業
会
所
有
林
下
刈

　

一
．
入
団
式　
　

入
団
者
稲
葉
武
義

　
　
　
　
　
　
　
　

親
分
鈴
木
定
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
時
終
了

　

敵
艦
隊
大
兵
力
な
ほ
行
動
中
な
り 
就
床
九
時
半

二
十
七
日　

晴
起
床
五
時

　
　
　
　
　

夜
七
日
日
の
酒
の
事
に
つ
い
て
部
長
さ
ん
見
え
る

　
　
　
　
　

お
花
有
り
道
場
使
用
せ
り　
　

就
床
九
時
半

七
月
一
日
晴 
起
床
五
時

　
　

今
晩
よ
り
鹿
島
踊
り
練
習
を
道
場
内
に
て
非
公
式
に

　
　

行
ふ　

団
員
の
み　
　
　
　
　

就
床
十
一
時

七
月
二
日 
曇
り 
起
床
五
時

　
　

鹿
島
踊
り
練
習
（
後
略
）

七
月
四 
曇
り
起
床
五
時

夜
鹿
島
踊
り
練
習
（
後
略
）

七
月
六
日　

曇
り
起
床
五
時

總
出
の
予
定
な
れ
ど
朝
少
々
雨
が
降
り
曇
っ
て
居
た 
た
め
取
や
め

十
四
日
に
行
ふ
事
に
す

天
王
様
祭
典　
　

集
合
祭
開
時
間
八
時
な
れ
ど

神
社
電
氣
事
故
の
為
八
時
半
よ
り
始
ま
る

　

式
次

（
中
略
）

一
．
鹿
島
踊
り
の
人
員
少
き
為
副
部
長
以
下
参
加
す
る
事
と
な
る

　
　

酒
宴

鹿
島
を
十
時
半
に
打
込
む　
　
　
　
　
　

就
床
十
二
時

七
月
七
日 
・
晴
・
起
床
六
時

（
前
略
）

鹿
島
始
め
は
明
晩
よ
り
と
な
り
其
ノ
旨
中
老
に
お
願
に
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
時

七
月
八
日
晴 
起
床
五
時

大
詔
奉
戴
日

鹿
島
踊
り
■
宮
様
よ
り
練
習
始
め
る　

就
床
十
一
時

七
月
十
日 
晴　

起
床
五
時

　
　

鹿
島
練
習　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
一
時
半

七
月
十
一
日　

起
床
五
時

　
　

鹿
島
練
習
（
後
略
）

七
月
十
二
日 
晴 
起
床
五
時
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（
前
略
）

　

そ
の
為
鹿
島
踊
り
非
公
式
に
練
習　
　

就
床
十
一
時

七
月
十
三
日 
晴 
起
床
五
時

　
　

鹿
島
練
習
は
国
民
學
校
に
て
行
ふ 
終
っ
て
か
ら

　
　

定
期
祭
典
豫
算
總
会
開
催
（
今
晩
中
老
よ
り
の
ト
ウ
レ
イ
な
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
一
時

七
月
十
四
日 
晴
起
床
五
時

　

寺
山
神
社　

夜
宮
祭
り　

朝
江
ノ
浦
へ
二
人
魚
を
も
ら
ひ
に
行
く

　

（
中
略
）

　

小
若
衆
は
祭
典
の
支
度

　

集
合
八
時

　

（
中
略
）

２ 
八
拂
ヒ
の
件　
　

合
宿
よ
り
舎
員
少
類
其
ノ
他
諸
用
の
為
め

　 
十
六
日
勘
定
日
に
行
な
は
せ
て
も
ら
ふ
様
願
ふ　
　
　
　

意
（

マ

マ

）
儀
有
り

　 
は
っ
き
り
決
定
せ
ず

（
中
略
）

　

鹿
島
打
込
み
十
時　
　

時
節
が
ら
思
ふ
様
な
ノ
ミ
物
喰
ひ
物
も

　

な
か
っ
た
が 
元
氣
に 
た
の
し
く
終
了
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
宮
祭
り　
　
　
　

就
床
十
二
時

七
月
十
五
日

　
　

祭
典
當
日
な
り　

今
朝
も
二
人
江
ノ
浦
へ
魚
取
り
に
行
く

　
　

午
前
中
仕
度 
別
に
買
物
も
な
し

　
　

集
合
時
間
一
時 
次
第
書
き
に
基
き

　
　

国
民
儀
禮　

挨
拶　
　

雑
題

　
　

少
員
の
為
め
役
員
に
も　

ハ
オ
リ
を
ぬ
い
で
も
ら
つ
て

　
　

鹿
島 
八
拂
を
行
っ
て
も
ら
ふ
事
と
な
る

　
　

酒
宴　
　

酒
も
少
々
な
り
し
が
面
白
く
ゆ
か
い
に
行
へ
た
り

　
　

鹿
島
打
込
み　

四
時　

終
っ
て 
八
拂
ヒ　
　

案
外 
早
く

　
　

ま
わ
り
終
っ
た
り　

神
社 
境
内
に
て
芝
居
あ
り　

就
床
十
一
時

七
月
十
六
日　

祭
典　

勘
定
日　 
今
朝
も
魚
を
も
ら
ひ
に
行
く

　
　

取
れ
な
い
為
め
少
々
な
り

　
　

午
前
中
決
算
を
す

（
中
略
）

　
　

五
時
閉
会
せ
り　

今
日
を
持（

マ

マ

）

っ
て
昭
和
拾
九
年
夏
祭
典
を

　
　

目
で
た
く
終
了
す
る
事
が
出
来
た
り　
　
　
　

就
床
十
時

昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年

五
月
二
十
三
日　
　
　
　
　

水　
　
　
　
　

晴　
　
　
　
　

起
床
六
时

　

午
後
九
时
三
十
分
よ
り
役
員
会
を
行
う

　

協
議
事
項

一
．
祭
典
費
捻
出
の
件
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昨
年
殘
が
僅
少
な
の
で
何
等
か
の
収
入
を
得
て
之
に
当
て
べ
く

　
　

協
議
の
結
果 
總
出
を
以
て
所
有
林
の
間
伐
を
行
ひ
之
を
賣
却

　
　

す
る
事
に
決
定　
　

日
时
五
月
二
十
五
日　
　

集
合
时
間　

七
时　

と
な
る

（
後
略
）

六
月
十
五
日　
　
　
　
　
　

金　
　
　
　
　

雨　
　
　
　
　

起
床 
七
时

　
　

午
後
よ
り
し
ゃ
ぎ
り
太
鼓
の
練
習
始
る　
　
　
　
　
　

就
床 
十
时
三
十
分

六
月
十
六
日　
　
　
　
　
　

土　
　
　
　
　

雨　
　
　
　
　

起
床 
七
时

　
　

し
ゃ
ぎ
り
練
習　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
一
时

六
月
十
七
日　
　
　
　
　
　

日　
　
　
　
　

晴　
　
　
　
　

起
床 
六
时

　
　

し
ゃ
ぎ
り
練
習
を
行
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床 
十
一
时
三
十
分

六
月
二
十
五
日　
　
　
　
　

月　
　
　
　
　

曇
後
雨　
　
　

起
床　

六
时

　

午
後
九
时
三
十
分
よ
り
定
期
總
會
を
開
催
す

　

（
中
略
）

四
．
祭
典
に
関
す
る
件

　

一
．
報
告　

六
月
二
十
二
日 
部
落
祭
典
委
員
会
が
あ
り
左
の
事
を
決
定
せ
り

　
　
　
　

イ
．
御
輿
は
出
す
事
に
な
る

　
　
　
　

ロ
．
余
興
を
行
う
事
に
な
る

　

二
．
協
議

　
　
　
　

イ
．
屋
台
の
件　

出
す
事
に
決
定
せ
り

　
　
　
　

ロ
．
八
拂
の
件　

之
を
行
う
と
決
定　

団
長
各
自
の
協
力
を
乞
う

　
　
　
　

ハ
．
予
算
の
件　

細
部
は
次
会
に
し
酒
に
関
し
て
は
役
員
に
一
任
と
な
る

　
　
　
　

ニ
．
祭
典
会
員
の
件 
例
年
通
り
と
決
定
会
費
は
一
人
三
百
円
と
決
定

　
　
　
　

ホ
．
浴
衣
の
件　

部
落
は
本
年
度
浴
衣
を
揃
へ
よ
う
と
の
空
気
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

団
と
し
て
も
此
の
機
を
利
用
し
浴
衣
を
作
る
事
に
決
定
せ
り

　
　
　
　
　
　

之
に
関
し
団
と
し
て
幾
等
か
の
補
助
を
す
る
事
に
決
る

　

三
．
合
宿
舎
申
出
イ
．
本
年
度
役
付　
　

宮
本
均　
　
　

三
役
内
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
年
度 
上
の
句　

六
名　
　

下
の
句　

五
名

　
　
　
　
　

ロ
．
七
月
二
日
午
後
八
時
三
十
分
よ
り
鹿
島
練
習
始
め
願
い
あ
り

　
　
　
　

右
二
項　

一
同
承
認
し
之
を
決
定
せ
り

　
　
　

一
．
鹿
島
練
習
終
了
时
間
は
十
時
三
十
分
と
内
定
す

　
　
　

二
．
本
年
度
う
ち
は
購
入
五
十
本
と
決
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

終
了
十
一
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
二
时

六
月
二
十
九
日　
　
　
　
　

金　
　
　
　
　

雨
後
曇　
　
　

起
床
六
时
三
十
分

　

し
ゃ
ぎ
り
練
習
で
就
床
が
遅
く
な
り
つ
ゝ
･
･
･
･　
　

就
床 
十
一
时
三
十
分

七
月
二
日　
　
　
　
　
　
　

月　
　
　
　
　

雨　
　
　
　
　

起
床
七
时
三
十
分

　

今
夜
よ
り
鹿
島
練
習
始
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
一
时
二
十
分

七
月
三
日　
　
　
　
　
　
　

火　
　
　
　
　

雨
後
曇　
　
　

起
床
七
时
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鹿
島
練
習
行
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
一
时
十
五
分

七
月
四
日　
　
　
　
　
　
　

水　
　
　
　
　

雨
後
曇　
　
　

起
床 
六
时

　
　

鹿
島
練
習
行
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
一
时
三
十
分

七
月
六
日　
　
　
　
　
　
　

金　
　
　
　
　

曇　
　
　
　
　

起
床
六
时

　
　

天
の
し
ぶ
り 
地
の
活
気　

浴
衣
分
配　
　
　
　
　
　 
就
床
十
二
时

七
月
七
日　
　
　
　
　
　
　

土　
　
　
　
　

晴　
　
　
　
　

起
床
六
时

　
　

鹿
島
練
習
に
熱
が
入
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
二
时

七
月
八
日　
　
　
　
　
　
　

日　
　
　
　
　

曇
後
雨　
　
　

起
床
六
时

　
　

鹿
島
練
習
行
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
一
时

七
月
九
日　
　
　
　
　
　
　

月　
　
　
　
　

雨
後
曇　
　
　

起
床
六
时

　
　

鹿
島
練
習　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
一
时
三
十
分

七
月
十
日　
　
　
　
　
　
　

火　
　
　
　

晴
後
俄
雨
な
り　

起
床
六
时

　
　

本
日
よ
り
農
業
会
階
上
に
て
鹿
島
練
習
行
う　
　
　
　

就
床
十
二
时

七
月
十
一
日　
　
　
　
　

水　
　
　
　

晴
时
折
俄
雨
な
り　

起
床
六
时

　
　

鹿
島
練
習
に
て
就
床
遅
く
な
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
一
时
三
十
分

七
月
十
二
日　
　
　
　
　

木　
　
　
　
　
　

雨　
　
　
　
　

起
床　

七
时

　
　

い
よ
〱
迫
っ
た
祭
典
に
練
習
大
い
に
張
切
る　
　
　
　

就
床　

十
二
时

七
月
十
三
日　
　
　
　
　

金　
　
　
　
　
　

曇
後
晴　
　
　

起
床
六
时

　

夜
鹿
島
練
習
後

　

十
一
时
よ
り
祭
典
予
算
總
会
を
行
う

　

予
算
に
先
立
ち

一
．
揃
い
の
決
算
報
告
有
り

　
　

団
長
よ
り
間
際
交
渉
の
為
先
の
予
算
を
超
過
し
た
事
に
付
詫
び
の
言
葉
有
り

　
　

總
量　

六
十
三
反 
反 
七
百
八
拾
円 
帯
付
反
九
百
四
拾
二
円

　
　

總
金　

五
万
九
阡
九
百
八
拾
円
（
維
費
も
含
む
）

イ
．
団
補
助
金　

役
貟
分
に
於
て　

個
人
出
金　
　

一
般
団
貟
に
し
て
貯
金
な
し
て

　
　

一
般
団
貟　

二
百
二
円　
　
　

七
百
四
拾
円　

居
る
者
は
上
の
金
額
を
以

　
　

学
生
〃
〃　

一
百
二
円　
　
　

八
百
四
拾
円　

て
貯
金
よ
り
差
引
い
た

　
　

顧
問　
　
　

四
百　

円

協
議　

前
に
は
顧
問
に
団
貟
と
同
じ
く
揃
い
を
提
供
し
た
が 
前
と
事
情
も
違
ふ

　
　
　 
の
で
一
般
団
貟
の
■
■
額
を
以
て
揃
い
の
補
助
金
と
す
べ
く
団
よ
り
支
出
す
る
事

に

　
　
　

し
て
は
と
の
役
貟
の
意
向
に
対
し
団
貟
異
議
な
し
之
を
承
認
す

団
補
助
金
支
出
総
計
一
万
一
阡
二
百
三
拾
円
也

一
．
祭
典
予
算
に
移
る

　
　
　

団
長
よ
り
本
日
中
井
一
郎
氏
よ
り
当
団
へ
御
祝
儀
と
し
て
清
酒
五
升
届
い
た　
　

　
　
　

旨
報
告
■
り

　
　
　

其
ノ
他
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本
年
度
総
予
算 
一
万
七
阡
円
位
を
以
て
行
う
と
決
定
す

（
後
略
）

七
月
十
四
日　
　
　
　
　
　

土　
　
　
　
　
　
　

雨　
　
　
　
　
　

起
床
六
时

　

祭
典
夜
宮
祭

　
　

午
前
七
时
集
合　

五
时
頃
準
備
を
完
了
し
午
後
七
时
集
合

　
　

午
後
八
时
よ
り
夜
宮
祭
儀
式
を
行
う

　

式
次
第

　
　

団
長
挨
拶

　
　

副
団
長
〃
〃

　
　

顧
（

マ

マ

）
門　

〃
〃

　
　

雑
題

（
中
略
）

　

協
議　

役
貟
多
■
の
為

一
．
明
日
の
屋
台
責
任
者
を
選
任
し
て
は
と
の
団
長
の
案
に
依
り
之
を
協
議
し

　
　

岩
本
弘
さ
ん
に
決
定
さ
る 
終
っ
て
酒
宴
に
移
る

鹿 
鹿
島
踊
は
降
雨
の
中
大
い
に
青
年
の
気
勢
を
挙
げ
て
行
う

島 
然
し
揃
は
村
の
意
向
に
従
ひ
新
調
は
着
用
せ
ず
今
迄
の
者
を
着
用
し
た

打 
十
二
时
四
十
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
二
时

込七
月
十
五
日　
　
　
　
　
　

日　
　
　
　
　
　

雨　
　
　
　
　
　
　
　 
起
床
六
时

　

午
前
七
时
三
十
分
集
合　

準
備
を
な
し

　
　
　

十
一
时
三
十
分
よ
り
祭
典
總
会
を
行
う

　

報
告
一
．
当
日
行
事
延
期
の
件

　
　
　
　
　

部
落
合
同
委
貟
会
に
於
て
雨
の
為
本
日
は
祭
典
当
日
と
し
て
の

　
　
　
　
　

行
事
を
一
切
中
止
す
る
事
に
意
見
の
一
致
を
み 
之
を
決
定
せ
り

　
　
　

一
．
明
日
の
行
事
は
天
候
に
依
り
又
委
貟
会
の
決
定
に
従
ひ
行
う
事
に
な
る

　
　
　
　
　

祭
典
予
算
超
過
承
認
の
件

　
　
　

一
． 
当
然
祭
典
日
数
か
一
日
延
び
る
譯
で
当
初
の
予
算
を
超
過
す
る
事
に
必
死　

　
　
　
　
　

で
有
り

　
　
　
　
　

此
の
点
に
関
し
て
は
役
貟
に
一
任
し
異
議
な
く
承
認
競
り

（
後
略
）

七
月
十
六
日　
　
　
　
　
　

月　
　
　
　
　
　

雨
後
晴　
　
　
　
　
　

起
床 
六
时

　

昨
日
が
延
び
た 
祭
典
當
日
な
り

　

午
前
七
时
集
合　

準
備
に
か
ゝ
り

　
　
　

十
一
时
よ
り
当
日
の
儀
式
を
行
う 
式
次
第
昨
日
通
り

　
　
　

雑
題
に
入
り

　
　
　

団
長
よ
り
本
日
は
御
濱
降
り
は
無
く
な
つ
た
旨
報
告
有
り

　
　
　

終
っ
て
酒
宴
に
移
る 
気
づ
か
れ
た
天
候
も
や
う
や
く
回
復
し
晴

（

マ

マ

）
門
が
見
へ

　
　
　

初（

マ

マ

）

め
た

鹿
島
打
込　

十
二
时

　
　
　

本
日
の
鹿
島
踊
り
四
回
（
内
一
宅
前
、
中
老
宿
（
農
業
会
）
前

　
　
　

納
め
五
时
半
頃　

当
日
の
行
事
を
此
處
に
目
出
度
く
終
了
し
た
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屋
台
、
大
輿
、
中
輿
、
少
輿 
大
い
に
振
い
、
又
、
揃
い
が
一
段
の
色
を
添
へ　

　
　
　

た

　
　
　

夜　

下
の
倉
庫
に
於
て
芝
居
を
行
う　
　
　
　
　
　

就
床 
十
二
时
三
十
分

七
月
十
七
日　
　
　
　
　
　

火　
　
　
　
　
　

雨
後
曇　
　
　
　

起
床 
六
时
十
分

　

勘
定
日 
集
合 
七
时

　

八
拂
い
出
発　
　

九
时
、
雨
の
中
大
い
に
気
勢
を
上
げ
て
之
を
終
了
し
た

午
後
二
时
三
十
分
よ
り
祭
典
決
算
總
会
を
行
う

（
中
略
）

　

五
．
役
貟
会
報
告
（
六
月
二
十
二
日
）
あ
り

　
　
　

終
っ
て
酒
宴
に
移
り　

最
後
に
昨
日
江
之
浦
青
年
団
が
当
地
に
於
て
シ
ャ
ギ

　
　
　

リ
を
打
ち

　
　
　

当
青
年
団
を
侮
辱
し
た
事
に
對
し
江
之
浦
青
年
団
長
、
顧

（

マ

マ

）
門
を
呼
び
事
情
を
聞

　
　
　

き
、
な
ご
や
か

　
　
　

な
内
に
相

（

マ

マ

）
方
之
を
了
解
し
解
決
し
た　
　

終
了　

七
时

七
月
十
八
日　
　
　
　
　
　

水　
　
　
　
　

薄
曇
な
り　
　
　
　

起
床
六
时
十
分

　

午
前
七
时
集
合　

片
附
け
を
行
う　
　

終
了
十
时
三
十
分

　

十
一
时
解
散
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
时
三
十
分

十
一
月
十
三
日　
　
　
　
　

火　
　
　
　
　

曇　
　
　
　
　
　

起
床
五
时
二
十
五
分

　

午
後
七
时
二
十
分
よ
り
役
貟
會
議
を
行
う

（
中
略
）

　

報
告

　
　

一
．
衣
料
門

（

マ

マ

）
屋
御
礼
の
件

　
　
　
　

祭
典
浴
衣
新
調
の
際　

世
話
に
な
っ
た

　
　
　
　

濱
松
市
神
明
町
二
十
番
稲
忠
商
事
様

（

マ

マ

）
式
会
社

　
　
　
　

に
蜜
柑
一
箱
（
六
メ
、
四
メ
は
中
老
分
）
を
送
っ
た

　
　

一
．
屋
台
心
棒
の
件

　
　
　
　
　

二
十
日
に
入
荷
予
定　
　

以
上　
　

終
了
八
时
三
十
分　

就
床
八
时
四
十
分

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年

六
月
二
十
日　
　
　
　
　

金　
　
　
　
　

曇
时
折
雨　
　
　
　

起
床
五
时

　
　

今
夜
よ
り
し
ゃ
ぎ
り
太
鼓
の
練
習
を
行
う　
　
　
　
　
　

就
床
十
时
十
分

六
月
二
十
一
日　
　
　
　

土　
　
　
　
　

曇　
　
　
　
　
　
　

起
床
五
时
五
分

　
　

夏
至　
　
　
　
　
　

夜
し
ゃ
ぎ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
时
十
五
分

六
月
二
十
二
日　
　
　
　

日　
　
　
　
　

晴
後
曇　
　
　
　
　

起
床
五
时

　
　
　
　
　

夜
し
ゃ
ぎ
り
練
習
を
行
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
时
二
十
分

六
月
二
十
三
日　
　
　
　

月　
　
　
　
　

雨　
　
　
　
　
　
　

起
床
五
时
二
十
分

　
　
　
　

し
ゃ
ぎ
り
練
習
を
行
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
时
三
十
分

六
月
二
十
四
日　
　
　
　
　

火　
　
　
　
　

曇
後
雨　
　
　
　

起
床
五
时
十
分

　
　
　
　

午
後
九
时
よ
り
役
貟
会
開
催
す
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協
議

　
　
　

一
．
祭
典
運
營
方
法

　
　
　
　
　

男
女
合
併
㐧
一
回
の
祭
典
の
為 
改
革
す
べ
き
事
項
に
付
き
検
討
せ
り

　
　
　
　
　

女
子
全
面
的
参
加
、
夜
宮
鹿
島
打
込
は
九
时 
其
他
は
例
年
通
り
の
事

（
後
略
）

六
月
二
十
五
日　
　
　
　
　

水　
　
　
　
　

曇　
　
　
　
　
　

起
床
五
时
十
分

　
　
　
　

祭
典
總
會　
　
　
　

午
後
八
时
三
十
分
開
會

（
中
略
）

　

祭
典
問
題
に
入
る

　
　

一
．
予
算　
　
　
　
　

役
貟
に
一
任
さ
る

　

・
合
宿
舎
長
よ
り
、
七
月
二
日
よ
り
鹿
島
練
習
を
行
な
い
七
月
の
申
出
あ
り

　
　

一
同
承
認
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
八
―
十
半

　

イ
．
役
付
け
報
告
あ
り
本
年
度
六
名
（
広
嘉
、
広
时
、
鈴
庚
、
善
庄
、
岩
判
、
鈴
芳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

祭
典
運
営
營
方
法
の
檢
討
に
移
る

　
　

一
．
從
来
の
答
礼
を
廃
止
し
三
者
（
青
中
老
）
の
代
表
に
依
り
圓
滑
な
る

　
　
　
　

運
營
を
行
う
事
に
意
見
の
一
致
を
み
る

　
　

一
．
女
子
は
料
理
、
屋
台
、
程
度
の
参
加
を
以
て
他
は
從
来
通
り
と
す
る

　
　

一
．
八
拂 
十
六
日 
從
前
通
り
行
ふ
事
に
す
る

提
案　
　

八
拂
の
件　
　

鈴
木
邦
夫

　

從
来
の
合
宿
依
存
を
止
め 
全
貟
参
加
し
て
は
と
の
案
あ
り

　

之
の
提
案
に
對
し

　

合
宿
舎
長
よ
り
從
前
通
り
合
宿
に
於
て
之
れ
を
行
う
旨
の
発
言
あ
り

　

結
局　
　
　
　

從
前
通
り
行
う
事
に
決
定
す

　

団
長
各
自
の
協
力
を
願
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上　

終
了 
十
一
时
四
十
分　 
就
床
十
二
时

六
月
二
十
六
日　
　
　
　
　

木　
　
　
　
　

曇
小
雨
あ
り　
　
　

起
床
五
时
三
十
分

　
　

し
ゃ
ぎ
り
練
習
も
白
熱
化
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
时
四
十
分

六
月
二
十
八
日　
　
　
　
　

土　
　
　
　
　

晴　
　
　
　
　
　
　

起
床
五
时

　
　
　
　

し
ゃ
ぎ
り
練
習
行
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
时
四
十
分

六
月
二
十
九
日　
　
　
　
　

日　
　
　
　
　

曇
俄
雨
あ
り　
　
　

起
床
五
时
五
分

　
　
　
　

し
ゃ
ぎ
り
練
習

七
月
二
日　
　
　
　
　
　
　

水　
　
　
　
　

雨　
　
　
　
　
　
　

起
床
六
时

　
　

村
の
意
向
に
從
い 
鹿
島 
正
式
練
習
は
五
日
よ
り

　
　

行
う
事
に
な
る　

今
夜
よ
り
非
公
式
練
習
に
入
る　
　
　
　

於
会
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
一
时

七
月
三
日　
　
　
　
　
　
　

木　
　
　
　
　

雨
後
晴　
　
　
　

起
床
七
时

　
　
　

鹿
島
練
習
を
行
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

於 
会
場　 
就
床
十
一
时

七
月
四
日　
　
　
　
　
　
　

金　
　
　
　
　

曇
後
晴　
　
　
　

起
床
五
时
十
分
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今
夜
よ
り
正
式
な
練
習
を
行
う　

神
社
内　
　
　
　
　

就
床
十
一
时

七
月
五
日　
　
　
　
　
　
　

土　
　
　
　
　

曇
後
晴　
　
　
　

起
床
五
时
十
分

　
　
　

夜
、
鹿
島
練
習
、
役
員 
祭
典
予
算
を
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
總
計
約
三
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
一
时
四
十
分

七
月
六
日　
　
　
　
　
　
　

日　
　
　
　
　

曇　
　
　
　
　
　

起
床
五
时
三
十
分

　
　
　

連
日
の
鹿
島
練
習
で
皆
疲
れ
起
床
お
く
れ
る　
　
　
　

就
床
十
时
四
十
分

七
月
八
日　
　
　
　
　
　
　

火　
　
　
　
　

曇　
　
　
　
　
　

起
床
五
时
三
十
分

　
　

鹿
島
練
習
白
熱
化
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
时
四
十
分

七
月
十
日　
　
　
　
　
　
　

木　
　
　
　
　

曇
後
雨　
　
　
　

起
床
五
时
三
十
分

　
　

鹿
島
練
習　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
協
階
上　
　
　
　

起
床
十
时
五
十
分

七
月
十
三
日　
　
　
　
　
　

日　
　
　
　
　

曇　
　
　
　
　
　

起
床
五
时
三
十
分

　
　

午
後
十
时
よ
り
予
算
總
会
を
行
う

　

一
．
理
事
よ
り
祭
典
入
用
物
品
の
報
告
あ
り

　
　
　
　

總
予
算
は
額
を
発
表
せ
ず　

見
積
金
不
確
定
の
為

　

一
．
祭
典
会
計
と
屋
台
会
計
を
一
本
に
す
る
事
に
決
定
す

　
　
　

從
来
は
別
個
に
扱
わ
れ
て
お
っ
た
が
意
味
な
く 
今
は
祭
典
全
除

（

マ

マ

）
金

　
　
　

の
何
分
か
を
屋
台
積
立
金
と
し
て
残
す
事
に
し
て
之
れ
を
認
め
る

協
議
イ
．
夜
宮 
鹿
島
打
込
时
間　
　

九
时
三
十
分
に
打
込
む
事
に
決
定
す

　

ロ
．
祭
典
運
營
方
法　

女
子
と
の
関
係
に
就
い
て

　

一
．
女
子
は 
夜
宮
に
資
■
か
有
っ
た
ら
幻
燈
を
行
う

　

二
．
農
協
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
利
用
し
村
民
の
慰
安
を
行
う
（
レ
コ
ー
ド
）

　
　
　

い
づ
れ
も
夜
宮　
　

当
日
は
料
理 
屋
台
の
協
力
を
以
て

　

祭
典
總
会
に
は
出
席
せ
ず
運
營
は
從
前
通
り
と
決
定
す

（
中
略
）

祭
典
当
日
は
御
輿
（
大
）
か
出
な
い
の
で 
出
の
鹿
島
は
打
た
ず
す
ぐ

　
　

屋
台
を
出
す
事
に
決
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

終
了 
十
二
时　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
二
时
十
分

七
月
十
四
日　
　
　
　
　
　

月　
　
　
　
　

曇
俄
雨
あ
り　
　 
起
床
六
时

　
　

午
前
七
时
集
合　
　
　

祭
典
の
準
備
を
行
う

　
　

午
後
四
时
半
頃
準
備
終
了
し
解
散

　

夜
宮
總
会　
　

午
後
七
时
よ
り
開
催
す

（
中
略
）

協
議

　
　

当
日
鹿
島
お
ど
り
回
数
の
件　

三
回
（
会
場
前
、
出
、
収
メ
）
と
な
る

　

八
时
半
よ
り
酒
宴
に
移
る

　

明
日
屋
台
責
任
者
は
団
長
に
決
る　

明
日
集
合 
午
前
七
时
と
決
す

鹿
島
打
込
（
宿
前
） 
九
时
四
十
分　
　

鹿
島
終
了
後
再
び
酒
宴
を
開
き
十
一
时
閉
会
す

　
　
　

閉
会
後
二
次
会
に
移
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
就
床
十
二
时

　

夜
宮
に
於
て
女
子
は
神
社
境
内
に
て
幻
燈
を
行
っ
た
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七
月
十
五
日　
　
　
　
　
　

火　
　
　
　
　

曇
俄
雨
あ
り　
　 
起
床
六
时

　

祭
典
当
日　
　

午
前
七
时
集
合　

準
備
を
な
す

　

九
时
十
五
分
よ
り　

祭
典
總
会
開
催
す

　
　

団
長
副
団
長
の
挨
拶
あ
り

　 
報
告

　
　

本
日
鹿
島 
三
回 
（
宿
前
、
出
、
収
め
）

　
　

屋
台 
十
时
に
出
す
予
定 
入
り
は
芝
居
の
関
係
上
四
时
―
四
时
半
の
門

（
マ
マ
）に

す　
　

　
　

る

　
　

明
日
八
拂
八
时
頃
よ
り
行
う
事
に
す
る　

合
宿
舎

　
　

団
貟
明
日
集
合　 
午
前
七
时
半
と
決
る

　
　

酒
宴
に
移
り

　 
鹿
島
打
込
（
宿
前
）
十
时
三
十
分

　 
出
の
鹿
島
（
神
社
）　
　
　

■
■
を
■
■
屋
台
を
出
す

　 
途
中　 
晝
食　 
午
後
一
时
集
合

　 
屋
台
入
れ　 
四
时
十
分

　 
収
め 
鹿
島
打
込 
四
時
三
十
分　
　

解
散 
五
时
十
分

　 
懸
念
さ
れ
た
天
候
も
我
々
の
意
気
で
保
つ　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
二
時

　
　 
め
で
た
く
祭
典
当
日
を
終
了
す

七
月
十
六
日　
　
　
　
　

水　
　
　
　
　

晴　
　
　
　
　
　
　
　 
起
床 
六
时
五
分

　
　

午
前
七
时
三
十
分
集
合　
　

準
備
を
な
し

　
　

八
拂　

九
时 
出
発　
　
　
　

終
了
後

　
　

午
後
三
时
よ
り

　
　

祭
典
決
算
總
会
を
行
う

（
中
略
）

　
　

三
．
夜
宮
祭
及
当
日
の
祭
典
の
反
省
を
行
う

（
後
略
）

七
月
十
七
日　
　
　
　
　
　

木　
　
　
　
　
　

晴　
　
　
　
　
　

起
床
六
时

　
　

午
前
七
时
三
十
分
集
合　
　

片
附
け
を
行
う

　
　

十
时
頃
終
了
し　

休
憩
の
後 
十
时
四
十
分
解
散
し

　

昭
和
二
十
七
年
祭
典
の
す
べ
て
を
終
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
一
时

九
月
十
五
日　
　
　
　
　
　

月　
　
　
　
　
　

曇　
　
　
　
　
　

起
床
五
时
四
十
分

　
　

午
後
八
时
三
十
分
よ
り 
役
貟
会
を
行
う

（
中
略
）

　
　

一
．
会
場
増
築
準
備
貯
金
の
件　

（
将
来
の
活
動
に
備
へ
）

　
　
　
　
　

維
持
費
よ
り
貳
萬
円
を
一
ヶ
年
定
期
貯
金
に
す
る
事
に
決
る

　
　

一
．
祭
典
用
準
備
金
を
壱
萬
円 
一
般
会
計
内
に
含
む
事
に
す
る

（
中
略
）

　
　

一
．
屋
台
（
会
場
）
に
コ
ー
ル
タ
ン
を
塗
る
事
に
す
る

（
後
略
）

昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
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六
月
十
七
日　
　
　
　

晴　
　
　
　
　

水　
　
　
　
　
　
　
　
　

起
床
五
時

　
　
　

役
員
会　
　

開
始
九
時

　
　

一
．
祭
典
の
件

　
　
　
　 
一
万
円
祭
典
費
用
の
使
用
方
法

　
　
　
　 
提
灯
三
十
五
個
（
山
車
用
）　
　
　
　

購
入
と
決
定

　
　
　
　 
太
鼓　

一　

ヶ
（
鹿
島
打
込
用
）

（
後
略
）

六
月
二
十
一
日　
　
　
　

雨
後
曇　
　
　
　
　
　

日　
　
　
　
　
　

起
床
七
時

　
　
　
　

今
晩
よ
り 
シ
ャ
ギ
リ 
太
鼓
の
練
習
を
始
め
る

　
　
　
　

八
時
三
十
分
よ
り 
十
時
ま
で　

練
習
は
今
月
中
続
行

　
　
　
　
　
　
　
　

其
の
他
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
一
時

六
月
二
十
五
日　
　
　
　

晴
後
曇　
　
　
　
　
　

木　
　
　
　
　
　

起
床
五
時

　

定
期
總
会　
　
　
　
　
　
　

開
始
九
時

　

一
．
祭
典
の
件

　
　
　

部
落
の
会
合
内
容
を
団
長
よ
り
発
表
有
り

　
　
　

１
．
大
祭
と
す
（
輿
は
出
す
事
と
す　

檢
査
の
結
果
は
後
日
報
告

　
　
　

２
．
揃
衣
は
新
調
せ
ず　

手
拭
を
遣
る

　
　
　

３
．
余
キ
ョ
ウ　

細
部
は
部
落
、
中
、
青　

三
者
の
会
合
に
よ
り
決
定
と
す

（
中
略
）

　

一
．
山ダ

車シ

の
件

　
　
　
　

本
年
の
例
年
通
り
出
す
事
と
す

　

一
．
予
算
の
件

　
　
　
　

役
員 
一
任
と
す

　

一
．
鹿
島
踊
の
件

　
　
　
　

合
宿
舎
長
よ
り
の
発
表

　
　
　

１
．
鹿
島
踊
の
練
習 
七
月
二
日 
午
後
八
時
よ
り

　
　
　

２
．
役
付
け　
　
　

三
役　
　

岩
本
博
明

　
　
　
　
　
　
　
　

太
鼓　
　

広
井
通
保

　
　
　
　
　
　
　
　

上
の
句　

鈴
木
賢
策
、
広
井
竜
男
、
山
室
眞
一
郎
、
岩
本
耕
作

　
　
　

３
．
八
拂　
　
　
　

合
宿
舎
員
を
主
体
と
し
退
舎
さ
れ
た
方
に
協
力
を
願
ふ

（
中
略
）

　

一
．
鹿
島
用
太
鼓
一
ヶ
購
入
の
件

　
　
　
　
　
　

四
千
九
百
円
程
度　

購
入
と
決
定

（
後
略
）

七
月
二
日　
　
　
　
　

曇　
　
　
　
　
　

木　
　
　
　
　
　
　
　
　

起
床
五
時

　
　

今
晩
よ
り
鹿
島
踊
の
練
習
を
開
始
す
る

　
　
　

今
年
も
祭
典
が
近
く
成
っ
た

　
　七

月
三
日　

役
員
会　
　

午
後
九
時

（
前
略
）

　

一
．
祭
典
予
算
の
件

　
　
　

急
を
要
す
る
も
の
を
審
議
す
る

　
　
　

１
．
色
紙　

ビ
ニ
ー
ル
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２
．
菓
子　
　
　

ド
ウ
コ 
四 
―
3
.
5
0
0

　
　
　

３
．
ウ
チ
ワ　
　

六
〇
枚

　
　
　

４
．
酒
四
斗

　
　
　

５
．
サ
イ
ダ
ー　

二
ダ
ー
ス

（
後
略
）

七
月
七
日　
　
　
　
　

雨　
　
　
　
　
　

火　
　
　
　
　
　
　
　

起
床
八
時

（
前
略
）

　
　
　

鹿
島
踊
の
練
習　

白
熱
化
？
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
二
時

七
月
十
三
日　
　
　
　
　

晴　
　
　
　
　
　
　

日　
　
　
　
　

起
床
五
時
三
十
分

　
　

鹿
島
練
習
後 
總
会

　

總
会　

開
始
午
後
十
時

一
．
祭
典
予
算
の
件

　
　
　

種
々
細
部
に
わ
た
り
審
議

　
　
　

（
役
員
会
及
び
總
会
に
於
け
る
予
算
は
前
年
度
祭
典
を

　
　
　
　

基
調
と
す
る
）

一
．
明
十
四
日
祭
典
準
備
作
業
人
員
割
当

一
．
其
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

終
了
十
二
時　
　
　
　
　
　
　
　

就
床
十
二
時
三
十
分

 

（
以
上
）
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